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研究ノート
A. マーシャルの『産業経済学』 CV 完）
橋 本
?
1. 第 3編の版異同
第3編については， '79版， '81版ともほとんど異同はないが， '89版については 10ケ所
ほどに異同がある。ここでは主として '89版の変更を紹介する。
1)第1章§2の末尾，［そして大量の金が……」は，「しかし，最近，金の供給は減少し
てきた。多くがドイツ， イタリアおよびアメリカの新しい金本位通貨によって吸収さ
れ，また改善された方法が多くのものの生産を大幅に増加させた。その結果，金で測っ
た物価は，・今日 (1885年）， 1850年におけるよりも低い。
・2)第1章§6の最後の一文の書きだしは「総」が， '89では「平均」になっている。
3)それにつづいて「1879年においてはごくわずかだけ少ない」の代りに， '89では「今
日， 1885年においては，多分かなり多いだろう」となっている。
4)第3章§3の3つ目の文中．「すべてのものの価格」とあるのは， '89では「多くのも
のの物価」となっている。
5)それにつづく一文の最初に onlyがあらわれるが， '89では chieflyとなっている。
6)さらにその文中， "thosefew things"とあるのは， '89では fewが省かれている。
7)第3章§4の第2バラグラフに， 1850年と比較して「今日では約15シリングに」上昇
したという記述があるが， '89では「13シリング」になっている。
8)第3章§7の2番目の文章以下は， '89では以下の文章に置きかえられている。「事実
女性の移動はとてもはげしい。かの女たちの多くは，家から遠く離れて家事労働に就
き，しばらくして新しい居住地で結婚し，生活する。ある者は工場都市にまで出かけ仕｀
事を求めている。しかし女性は，男性以上に家族の紐帯にしばられており，家事労働の
ために出てゆくときを除いて，一般には， 女性は働らく場所を選択する力量について
は，男性ほどのものをもってはいない。このことの結果を，多くの繊維工場が•…••とい
う事実のうちにみてとることができよう。」（……の部分は '79,'81と同じ）
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試訳承前
第5章労働組合
§1. アングローサクソン精神の成果たる労働組合．
労働組合は，英国およびそればかりか西ヨーロッパのあらゆる他の国の人口成長に，大
きな影響を及ぽした数ある動向のなかでも代表的現象である。なぜなら．ー業種の構成員
を連合させ，共通の利益のために一致した行動をとらせる精神は，近代文明が成長してき
た全期間を通じて現存してきたものであるからである。定めなき末開人ないし遊牧の略奪
者は，ある種の粗野な軍事的原理に身をゆだねることになろう。受動的な東洋人は，支配
カーストの優越した力によって押しつけられる政府に黙従するであろう。しかし最高の形
態の文明は，人びとが断固として持続性のある自律にとって必要な活力，忍耐そして意思
の強固さを有しているところでのみ存在してきた。これらの資質は，西ヨーロッパに居住
したチュートン族．なかんずく英国民の間で，もっとも高度に発展した。が，不幸なこと
にこれらの民族はしばしば． 「隣人」という言葉の意味について狭量な，ほとんど偏狭と
いうべき見解をとっていた。かれらは通常．かれらが友人とみなすものにたいしては，周
囲の他人に不必要な迷惑をかけるのを避けようとする以上に，より誠実であろうとした。
§2. 都市ギルドとクラフト・ギルド．
不法な領主の圧力から身を守るために，中世の市民がいかにして都市ギルドを形成した
かについてはすでにみてきた。かれらは自分たちの自由を確保するまでは， 多くの高貴
で，自己犠牲的行為をおこなった。しかしその後，かれらは劣等な者たちにたいして頑迷
な排他主義の慣行に陥った。圧迫されたクラフトマンはかれらのギルドを形成，みずから
の規定を作り，何世代もかかって都市を支配した。
以前は．生産にはごくわずかの資本しか必要としなかったので，資本家雇用者と被雇用
労働者との間の区別は，ほとんど存在しなかった。各クラフトマンは必要なだけの小資本
をみずから備えて，独力で働らいた。かれは通常，やがてはクラフトマンとなる 1人の徒
弟と，しばしば自分の家族，そじて多分1人か2人の召使いの援助をうけたr 流行の変化
はゆるやかであり，新発明は稀れであった。召使いは通常年契約で雇用された。かれの作
る品物について充分な需要のない時でも，召使いを雇っておくことがかれの利益であった
ので，かれは注文を待たず，休まず働らき，在庫品を作った。クラフトマンの人生行路そ
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のものでさえ，飢饉とペスト，戦争と王や領主の暴政を除くならば，めったに乱されるこ
とはなかった。クラフト・ギルドは仕事の誠実さと兄弟的な親切をうながし，かれらは圧
迫された者を守り，不幸に悩む者を救った。
時代がすすむにつれ，業務の複雑さが増大し，生産のためにはより多くの資本が必要と
なり，クラフトマンは小親方になった。その頃，一部は国家の権威により，各親方が何人
の徒弟を抱えてもよいか，雇用労働者は何人有し，いくばくの賃金を支払うべきか，かれ
は何時間働らくべきかが命じられた。富が増加するにつれ次第に，親方たちは手ずから働
らくのを止め，雇った召使いたちと結束し，あるばあいには，徒弟に関する規制がギルド
の構成員を，ほとんど排他的なカーストに変貌させた。
§3. 前世紀の機械の発明が近代的賃金問題をもたらした．
このような，親方と労働者との間の社会的分離が着実に進行したが，世界が経験したも
のでもっとも重要な一連の発明によって，その進行にたいして大きな刺激が加えられた前
世紀の後半までは，なんといってもゆるやかなものであった。 1760年と1770年の間に，ロ
ーバックが鉄を石炭で溶融しはじめ，プリンドリイが興隆しつつある製造業地を運河で海
と連結し，ウェジウッドが陶器を廉価かつうまく作る技術を発見し，ハーグリーヴスがジェ
ニー紡績機を発明した。アークライトは，ワイアットとハイズの発明をローラーによる紡
績に利用し，それを運転するために水力を応用した。そしてウォットが圧縮蒸気エンジン
を発明した。クロムプトンのミュール機とカートライトの力織機が少し後にあらわれた。
これらの発明は，製造業を馬と小屋から切り離し，工場と大きな作業場に変えた。労働者
の大群は，なべて資本家雇用の管理下におかれ，近代的賃金問題が最初の姿をあらわした。
初期の製造業者の多くは頑固で教養のない人物であり，新しく得られた人手を悪用した
ようである。かれらは工場を徒弟で一杯にしたが，その多くは救貧区から 1人5ボンドの
手数料で連れてこられた者であった。工場は衛生状態がきわめてわる<,子供たちははげ
しく，ながい労働時間のために，肉体的にも精神的にもひどく傷ついた。それでも労働者
は抵抗の方法を知らなかった。そして今世紀の初め，かれらの家計は，異常に続いた不作
と大フランス戦争から生じた租税と諸制限とによってもたらされた食糧と衣類の価格上昇
によって苦しくなった。 1806年の議会報告は，「豊かな織物業者は，一般にかれらが雇うこ
とができるよりも， 3分の 1以上多くの者を抱え，そのためかれらはある時間はなにもせ
ずじっとしていなければならない。」と述べている。労働者たちは逆境を救済する策を探し
求めた。永い間，かれらは後期チューダー期の偉大な政治家によって策定されるなんらか
31 
882 闊西大學『純清論集』第31巻第6号
の法令の施行を議会に請願する以外に良案を思いつかなかった。かれらは，とくに個々の
親方織布エが所有してもよい織機の数を制限し，仕事場の徒弟の数が職人の数より 3人以
上超過してはならないことを命じ，また賃金は治安判事によって周期的に決められるべき
とする指令を繰り返している1555年と1562年に通過した2つの法規の施行を主張した18)。
最初の労働組合は．これらの規則の施行を鏃会に請願する目的で作られた労働者の組織で
あり，またかれらの努力は，部分的また一時的には成功した。しかしそのような法規は，
多分チユーダー期には，弊害よりは良い効果があったとしても．それらは近代産業の成長
には耐えがたい足枷となったであろう。ついに組合は，政府の援助を待っても無駄であり，
かれら以前にギルドがそうしたように，かれら自身の活力に頼らねばならないことを自覚
するにいたったa その頃から，かれらはもはや自分たちの行動に干渉するように仕向けよ
うという目的をもって政府に近づくことはやめ，かれらにたいする政府の干渉をやめるよ
うに請願し，扇動した。次第に団結禁止法は廃棄され，ついに今日では誰か個人がやって
も違法でないものは，労働者によって行なわれてもなにも違法でなくなった。
かれらの運命をきりひらく自由を得て，労働組合は，古いギルドによって敷かれた線に
沿って大いに発展した。ギルドのいい点と悪い点，その個人的自己犠牲と階級的利己主義
が，現代の組合にも再生産されている。そしてこまごました点において，ギルドの歴史に
おいて類似のものが見出せないような，組合の規制はほとんどひとつも存在しない。
二世代前には， 組合は主として，無知で粗野な人びとによって運営されていた。法律
は， より高い賃金を得るために，働らくことを拒否する合意という， 犯罪ではないもの
を，犯罪としてきた。また「かれらが単に考えていることによって犯罪人であることを知
っている者は，それらが採用する手段にふくまれている追加的犯罪性をほとんど気にかけ
ない。」かれらは，法律が階級的不正義に満ちていることを，知っていた。生命と財産の破
壊は，それがかれらの正義と考えるものを譲るようにと強要する目的のためになされたと
きには，法律のそれよりも高度の制裁となるようにかれらには思えた。そしてかれらの道
徳感が，いくぶんとも粗暴な荒々しさによる犯罪を控えるようになった。
やや小さな多くの組合は， 今日にいたるまで， 愚鈍さ， 無知， および利己主義の多く
が，そしてまた以前の荒々しさが，わずかに残っている。しかし今日では大きな，そして
もっともよく運営されている組合においてはみられない，そのような欠陥は，時の経過と
18) Philip and Mary 2nd and 3rd, cap. JI ; and Elizabeth 5th, c. 4. 
Brentano on Gilds, pp, 99, 103参照．
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知識の普及によって，すべて消滅してゆくと信じてもよいだろう。もっとも，よい組合で
あっても，もっとも啓蒙的な構成員によって説明されているような組合主義の原則に，常
に従って行動しているわけではないというのは事実である。しかし，商業の経済学を取り
扱うさいには，ともかく不正直な商人の悪だくみにこだわって論議することはしないもの
だが，それと同じように，労働組合主義についての経済学を取り扱うときには，もっとも
理解のすすんだ組合家によって実践されているような諸原理を受け入れるであろう。そこ
で現時点における最良の組合の，制度，目的および行動方法について検討することにしよ
う。
§4. かれらの目的．
組合とは同じ業種の労働者たちの連合組織である。その主たる目的は， 「(1)その構成員
のために，結託という手段以外では達成できないような，より高い賃金，より短い労働時
間，さらに雇用条件に関するある種の制限の強要といった形で，かれらの労働にたいする
最善の報酬を確保すること， (2)疾病，死亡，失職，老令によって無能力となったときの退
職手当，火事による道具の損壊および移住などの場合に，金銭的援助の手段による，構成
員の相互扶助を用意すること」 19)である。
ひとつの業種の全構成員は，かれがそういうものがあるところでは，徒弟にたいする規
制といったものに従って行動してきており，かれがまったく習慣を変えないでおり，また
かれが入会を求めている地域で，一般的な賃金を稼ぐことができることを示しうるかぎり
で，組合に加入することが歓迎されている。加入の様式は，おおいに厳粛さと荘重さを保
っており，ときとしてかつてのギルドの間でおこなわれていた形式をさえ有している。
§5. その組織
もともと，組合は一都市かないしは，小地域に限定されていたし，また多くは今日でも
そうである。しかし今日では同じ業種に属する地方組合を統合しようとする強い気運が存
在する。時として，特に鉱夫のばあいには，団体の拘束がわずかであり，地域組合は連合
組合ないし合同組合を形成している心すなわち各地域団体は， 「自治，自助；固有資金の
維持，固有の規約による管理，独自の職員や委員会による指導，そして独自の支払と給付
の決定等を守りながらも，他の点，とくに，時間，賃金，労働条件，生命と肢体の安全や，
19) The Conflicts of Ca. がtaland Labour, by George Howell, ch. II. 
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ストライキ， ロック・アウトあるいは雇用者との議論闘争といったあらゆる場合における
相互扶助においては，一致した行動をとっている。」20)
より一般的には，同じ業種のなかの異なる組合が，統合組合を形成して結びつく a それ
は行政ないし管理のために，全団体によって選出された中央委員会をもっている。組合規
約が明確に規定していない，あらゆる事柄について，執行部が地域支部の代表者による，
次回の総会まで拘束力をもつ決定を下す。組合がいくつかの支部を有するときには，各支
部の通常の支出は，ストライキではないのに職を失なった者にたいする「寄贈」として，
職を求めて旅行している者への援助として，退職引当金として，あるいは疾病，傷害ない
し死亡のばあいに，どれだけの支給をおこなうかを規定している，団体の一般規定によっ
て決められる。支部は，自己の権限では，ストライキの支援のためには，一般基金からは
なんらの支給をおこなわないであろう。 「一定の組合の構成員ないし組合の支部が求めて
いる，賃金の前払いや労働時間の削減やその他の特殊な給付であって，雇用者によるそれ
らの拒絶がストライキにつながりそうなものを獲得しようとするさいの手続き方法は，以
下のようなものである。運動がある特定の店，企業ないし場所で，労働者によってはじま
る。そうなれば， 地域支部ないし支局へ申請が出され， そこで詳細にわたって検討され
る。もしその運動が地城支部の構成員によって遂行されるのであれば，それは組合執行部
へ送付されねばならない」 21)それは，影態を受ける組合員およぴ非組合員の数，その地域
の商業や住民感情の状況，さらには成功の可能性に関する詳細をふくんでいなければなら
ない。もしも執行部が，この提案を承認するならば，この説明のすべてを，執行部のコメ
ントをつけて，全支部に回覧する。そして団体のすべての構成員が，これを決定するさい
の投票権を平等に有する。このようにして，それはそのストライキの成功からなんらの直
接的利益を受けないが，ストライキ資金の分担分を払わねばならない者による投票にかけ
られる；結果として，多くのそのような申請は，毎年，拒否されている。
4半期に一度，全般的な会計検査と各支部間の基金の「均等化」が行なわれる。各支部
の所得のうち，認可された支出を越える残高は，団体の共通の留保金に組みいれられ，こ
の留保金は，各支部に構成員数に応じて分配される。したがって2, 3の例外的な地城割
当てを除けば，すべての各支部の所得は共同の財布に入れられ，この財布からは，全組合
の公認があるばあいを除いては， いかなる支出も行なうことができない。このようにし
20) lb. §36. 
21) lb. §26. and Appendix VI. 
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て，大組合は組織された団体のもつあらゆる能力を有している。そこでは気転のきく構成
員は，確実に意見を通すことができるが，それでもあらゆる重要な手続きは，全団体の投
票によって決められている。賃金の市場変動を決定する， 「値引き交渉」は，個々の雇用
者と個々の従業員の間ではなく，雇用者団体と従業員団体との間でなされるのが，日々一
般的となってきている。
§6. 労働組合会議，労働評議会．
労働組合員の総数は約1,250,000であり，この半分以上が，今日では毎年ある大都市で
開かれる労働組合会議に代表者をおくっている。この会議における討論は，ひじょうに広
い領域におよぶが，その行動はほぼ，組合の初期の目的，すなわち特に労働者に影響を及
ぼす事柄についての法制化に影響を与えることに限定されている。
積極的な目的のために，全国的組合連盟を組織することが提案されたことがあるが，防
禦策としての「全国雇用者連盟」が強くなってはいけないので，それが実現する可能性は
ないように思われる。ほとんどあらゆる都市には，地方組合と組合の支部によって選出さ
れた労働評議会が存在する。それはごくわずかの力しかもっていないが，一般的利害にか
かわるいくつかの事柄については行動を起して時として異なる組合間の調整を行なう。ひ
とつの組合が，ストライキを行なううえで他組合の援助を求める時には，地城的労働評議
会が事態を調査し，そしてストライキ参加者の寄付を集めるか，もしくは得られるかぎり
最善の条件でストライキを終結するようにすすめる。
§7. 組合が優秀な労働者にたいして持つ勢力．
組合は未だわが国の労働者の半分近くを包含してはいないにもかかわらず，ほぽすべて
の技能を要する業種内の，もっとも熟練し，知性があり，まじめな労働者の半分以上を包
含している。生活の向上を懸命に求めている精力的な人間の中には，組合の規約を邪魔だ
と感じている者が何人かいることは確かである。しかしそれ以上の者が，労働者として組
合の能率基準を下廻っているか，あるいは組合基金の出資をしぶっているとの理由で，組
合から排除されている。
どうして組合がかくも，最優秀な労働者にたいし強い勢力をもっているかを，検討する
のがよいだろう。第1に，かつてのキルドが支配していた時と同様，人びとは組合によっ
て自助自責の観念を学ぶ。優秀な雇用者たちは，組合がもしも，能力のない人間や怠け者
から政策上の影響をうけることを決して認めないのであれば，組合はまずほとんど害をも
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たらさないということで了解している。また秀れた組合員は，もしも不正で，かつ苛酷な
雇用者が存在しないのであれば， 組合は単なる共済団体になるであろうことを認めてい
る。現にそうであるように，多くの者は組合にたいする義務を，一種の愛国心と感じてい
る。さらに非組合員は，きわめて頻繁に，組合員と同じような熱心さをもってストライキ
に参加するものの，独自の資金をなんら所有していないので，組合による同意のもとに援
助をうけている。そしてストライキが終ると， かれらのうち礼を重んじる心情を持つ者
は，組合に加入する。ついには，組合は教区に頼るようになることを心配することのない
労働者にたいし，大きな支配力を得る。というのも，その人が職を失なったときにはいつ
でも，生活を守ることを約束できるからである。しかし同じ業種の人々から構成されてい
るのではない，どの友愛協会も，もしも，そのようなことを企てたとすれば，失敗するで
あろう。なぜなら， その人が，適正な賃金で職にありつくことができないと， 言った時
に，そのことばの真実性を確かめることができないからである。
§8. ストライキの費用．
つぎにストライキの費用について。職から離れている間に失なわれる賃金をふくめて，........ 
ストライキちゅうに労働者が負担するあらゆる経費を，まとめてひとつの額にすることが
できるであろう。このストライキが，賃金の上昇をかちとり，また下落を妨止することに
成功した時には，ストライキによってかれらが直接I~獲得したすべての賃金を，今ひとつ
の額としてまとめることができるだろう。そうすれば，前者の額の方が，後者よりもはる
かに大きいことは，かならずや知ることになろう。しかしこのことは，ストライキが労働
者に，それによって得られる利得よりも大きな費用をかけさせることを，証明することに
はならない。英国がエチオピア戦争で使った16,000,000ボンドは，テオドール王のかさ以
外にはごくわずかの戦利品しか取り戻せなかったがゆえに，まずいつかわれ方をしたと言
うのは理にかなっているだろう。支出が賢明であったか，なかったかは，他の国民がイギ
リス市民を傷つければ， かならずや罰せられるであろうことを， 念を押して示すことが
160,000,000ボンドをかけるに価いするかどうかという，きわめて難しい問題にかかって
いる。また組合員は，雇用者をして，賃金を切り下げることができないと感じさせ，ある
いはわずらわしさの危険なしに従業員を勝手気ままに困らせるようなことはできないと感
じさせるがゆえに，かれらの支出は賢明なものであると主張する。軍隊の機能は，戦争を
行なうことではなく，申し分のない平和を維持することである。戦争とは，軍隊がその最
初の目標に失敗したことの証明である。そして組合のなかには，常に戦闘部隊が存在して
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いるけれども．それより冷静で有能な構成員は，ストライキを宣告することが，失敗を告
白することであるのを知っている。もしも. 1週30シリングの割で10週分の賃金を失なう
のをつぐなうためには， 1週1シリングの上昇の下6年の労働が要求されることを，すべ
ての組合員が省りみるならば，ストライキの数は減少してゆくであろう。
しかし多くのスドライキは，熟慮した方策の一部ではない。そして事実，比較的小さな
組合の労使闘争は，古い時代のギルドのそれと同じ<.賃金に関する争論によるよりも，
はるかに多くのばあい，過敏な個人的ないし階級的感情によって，引き起こされてきた。
比較的大きい組合の組織は通常，個人的な争いをストライキにまで発展させるのを，喰い
止めることができる。
§9. 組合規定．徒弟制．
つぎに組合の政策を形づく？ている主な諸規定を見てみよう。近代産業の絶えざる変化
は，徒弟について厳格な規制を執行することをきわめて困難にしている。これは，多分，
たいていの組合が地方の商業慣習による決定に任せるのが最善であることに気付いてい
る，もっとも重要な事柄である。もちろんすぐれた技術学校制度によって整備された徒弟
制度は，もしも徒弟が，かれを教えるために有給で雇われている者か，なんらかのかたち
でかれを一人前の職人に仕立てあげることに関心をもっている者の下で，働らかせられる
か，ないしは徒弟制の規定が，熟練職へ育てあげられる者の数を，人為的に制限する手段
として用いられるのではないとすれば．その国の教育をおおいに促進するであろう。組合
の発生の主たる原因のひとつは，徒弟奉公が終ったときに，適正な賃金で職を得ることの
できない徒弟を，親方が自分の工場に一杯かかえているという意見であったことは，みて
きたとおりだが，多分わずかながらこの種の事例はいまも存在している。しかしボイラー
製作工が， 5人の職人につき1人だけの徒弟を許容することを主張したり，あるいは帽子
製造工のもっと厳しい規定を強要するようなことはなんら正当化されるものではない。も
しもそのような規定が，一般に，英国の熟練職によって行使されるとすれば，末熟練労働
者にたいする熟練労働者の比率は，確実に減少してゆくであろう。生産技術の改善にもか
かわらず，産業の総生産物は，ごくわずかしか増加しないか，あるいは減少してゆくであ
ろう。平均的英国人労働者の知性と所得の増加が停滞するであろう。またそのような規制
が存在しない他の諸国との比較では，英国は貧し<.また無知になってゆくであろう。し
かしながら組合加盟の候補者は，たとえ規定ではそれが求められるところでも，年季証文
を要求されることはまずないし，また労働組合の構成員として現在承認されているものの
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10彩以下の者し、か，本来の意味での徒弟を経験していないようである。 22)
§10. 最低賃金．出来高労働．
労働組合は，労働者が雇用者と，ひとつのまとまった団体として契約できることを目指
している。組合は，一般に，もしも賃金が時間で支払われるばあいには，各地域で，それ
以下では規定が変更されるまでは組合員は誰も働かないであろう，最低賃金率を設定する
ことを，またもしも賃金が出来高で支払われるばあいには，支給の細かな料率について協
定がなされていることを，主張することなくしては，この目的は達成できないと考えてき
た。
第1に，時間による支給について。初心者，病人および老令者は， しばしば，決められ
た時間より少なく働らくことが許されている。しかしもしも，団体としての組合が一日の
賃金に関してなんらかの契約をしようとすれば，例外事例であることを証明することがで
きない者については，時間あたりの最低率が固定されていなければならない。もちろん特
別に有能な者は，この率以上に稼ぐであろう。この最低基準は，全国どこでも同じもので
はない。またいくつかの組合は，年次報告書で，支部が存在する全地域の一般的賃金率の
一覧表を公表している。たとえば，大工は， 1873年には，バーンステープルとタウントン
では1週， 20シリング，多くの北部都市では28シリングないし30シリングであり，またロ
ンドンでは37シリングである。賃金が高いところでは 1人の人がその地域の平均賃金を稼
ぐために発揮せねばならない能率基準が高い。そこでもしもブリストルにおける 1組合員
が週に28シリングを得ることができなければ，かれはそこではそれ以下で働らくことが禁 I 
じられるが，組合はかれが，平均賃金で雇用を得ることができるであろう，たとえばタウ
ントンヘ行く経費を支払うであろう。他方，タウントンの例外的に有能な大工は，より高
い賃金を得るために，プリストルかロンドンヘ転住しようとする。このように能率の悪い
人物を，能率基準の低いところへ送り，少なくとも間接的には，能率の高い人物が，能率
基準が高いところへ行くのを援助することにより，組合は，地城的な能率の不均等とそれ
ゆえにまた時間賃金の地域的不均等を，強化するのではないにしても，温存することを助
けている。
第2に，出来高労働について。仕事の内容が日に日に変り， したがって料率に関する協..... 
定をつくることができないところでは，組合は出来高労働の制度に反対している
22) Howell, ch. v. §71. 
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のは，その制度のもとでは，実際のところ，労働者は，孤立無援のまま各職種について，
かれは業務の遂行のために労働者を求めている雇用者と契約を結ばねばならないからであ
る23)。実際のところ，かれはある業務の遂行のために労働者を求めている雇用者と契約し
ている個々の親方と交渉せねばならないわけではないにしても， 2つのうち前者の案にた
いして，組合はつよ，い嫌悪感を示しているが，組合は両方に反対である。しかしながら料
率を定めることができないところにおいてさえ，出来高労働の制度が，組合の反対にもか
かわらず，おこなわれている。というのは，きわめて有能でかつ有力な親方たちは，通常，
かれらが計画を自由に履行することができ，かつ部下たちに最高の活力を行使させるため
に必要であるとして，この制度に固執しているからである。•そしてそのような雇用者は，
当然ながら，競争のなかで，この点やその他の点で組合に服する者を排除する。料率を協
定することができるところでは，組合は，通常出来高労働に反対しない。出来高労働は，
輸出品をつくる業種では，ほぼ一般的に採用されているが，それは一部にはその業種の多
くでは，料率を簡単に決めることができるからであり，また一部には，これらの業種にお
いて，競争がきわめて激しいからである。
しかしながら， 労働組合員は， 出来高労働制が， ときとして，人びとを過労に追いや
り，年不相応に老け込ませると主張し，また仕事の出来を悪くすると主張している。これ
らの不利は，確かに2, 3の業種において存在するけれども，きわだった程度にそうなる
ことはまずない。かれらはさらに，各人によって行なわれる仕事の量を増やすことによっ
て，労働需要が減少し，そのために賃金を低下させると考えている。もしもこの理由によ
って出来高労働に抵抗することが，全業種に広がるならば，それは生産を削減しようとす
る企てであり，したがってまた，賃金•利潤基金を減少さすことであり，さらにはまた，
それは最後には賃金一般を減少さすことになる。というのは，一般的過剰生産といったも
のは，ありえないからである。 24)しかしながら，もしもそれが一業種に限定されているな
らば，その業種における一時的な労働不足は， 2, 3のばあいには，他の業種の犠牲のも
とに，その業種を儲けさせることになろう。しかしこの儲けは，一時的なものにすぎず，
また他業種にかなり大きな損失をもたらすにすぎない25)。
23)この案は，構成員の 1人が代弁者として行動する，一団の労働者によって，下請契約
がなされる制度と混同されてはならない。この制度は協同組合の一形式であり，組合
によって反対されているものではない。第3編第9章参照．
24)第3編第1章§4参照．
25)第3編第7章参照．
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§11. 労働日の長さ．
まったく同じ3つの不利が，長い労働時間にふくまれていると言われている。そこから.. 
なんの楽しみを得られないような仕事に，日に12ないし14時間も常時就労している者は，
生きていないのも同然である。かれは仕事を減らし，稼ぎを少なくした方がいい。組合
は，正常な1日労働を短かくすることを，また超過労働をする時には，規定内労働にたい
するよりも高い率の支払いを受けるべきであるとしている。この案は，世界の道徳的およ
び社会的進歩に，大いに貢献するだろう。しかしそれが導入されたところでは，優秀な労
働者がしばしば，高賃金を稼せごうとして時間外労働を要求するという事実によって，そ
れの一般的採用が妨げられている。したがって常習的に，時間外操業をおこなわない雇用
者は，優秀な雇員を失なう。組合の集団的意志が，構成員の個人的意志によって， くつが
えされるのは，このようなばあいである。
それの採用にたいするいまひとつの障害は，雇用者の支出のうち，固定資本にたいする
利子の占める割合が，絶えず増加し，新しい発明によって取って替わられた機械を買い替
える資金がとぼしくなることである。支出のうちのこれらの割合は，一日の労働時間数と
は無関係である。英国の労働者は，ひとつの英雄的救済策にたいする嫌悪感を克服しない
とすれば，かれらの所得を大幅に犠牲にすることなくしては，より多くの休息とリクリエ
ーションを手にすることができないのではないかという恐れを抱いている。その救済策と
は，大量の固定資本を用いる業種において二交替制を徐々に採用してゆくことである。も
しも二組みの労働者を1日8時間づつ，機械操作のために配置できるとすれば，今日10時
間の労働にたいして支払っているのと同額の日当を， 8時間労働の労働者に支払うことが
でき，なお以前より多い利潤をあげることができるであろうと，＇多くの製造業者たちは認
めている。疑いもなく，ある種の実践的反論を，この案にたいしてさしはさむことができ
る。たとえば， 2人の者が機械を保守する責任を分担するばあいには， 1人の者が全面的
に管理しているばあいほどに，機械がうま<管理できないし，また1日16時間に見合うよ
うに事務処理を調整することには，多少の困難がともなうであろう。しかし雇用者たちゃ
幹部たちは，これらの困難を乗り越えがたいものとは，考えていないようである。また経
験が示しているところだが，労働者たちは，当初，二交替制にたいして感じる嫌悪感を，
間もなく克服してゆく。 1番方は作業を正午に止め，つぎの者がそれ以後に働らきだすと
いうこともあろうし，あるいは多分もっとよいと思われるのは，ひとつの組が，たとえば
午前5時から午前11時まで，そして午後1時30分から3時30分まで働らき，二番目の組
が，午前1時15分から午後1時15分まで，そして午後3時45分から午後9時45分まで働ら
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くのである。 2つの組は各週ないし各月の終りに，作業時間を交替するものとする。英国
には，このような案を，それが適しているあらゆる作業場や工場で，一斉に採用しうるに
十分な労働が存在しないが，機械がしだいに消耗・老朽してゆくにつれ，それは小規模に
取り替えられるであろう。他方， 10時間労働日では導入しても利益にならない，多くの新
しい機械が16時間労働日なら導入されるだろう。ひとたび導入されれば，それは改善をも
たらすであろう。生産の技術はもっと急速に進歩するだろう。賃金•利潤基金は増加する
だろう。労働者たちは，賃金がより低い諸国へ資本が移動する気を起させることなく，ょ
り高い賃金を稼ぐことができるよぅになるだろう。そして社会のすべての階級が，その変
化から恩恵を蒙むるであろう。
§12. 組合の間接的影響．
各人が行なう労働量を制限しようとする組合は，ごくわずかしか存在しないようであ
る。しかし多くの作業場では，一生懸命に働らいて，他人より労働水準を高める者には社
会的圧力がかかってくる。そして疑がいないことだが，組合組織はしばしば．この社会的
圧力を高める。また監督が，もしも組合員であれば，組合員労働者の落度は隠そうとし，
有能な非組合員をさしおいてかれらに不当な優先権を与えがちである。組合の支部の支配
権は，時として，機械を使って，ごくわずかの労働でまるまるの賃金を得ている者の手中
に収まってしまう。そしてそのようなばあいが稀れであるとはいえ，かれらがもたらす弊
害は．多分公衆の耳目を大きく集める他の種類の組合活動のそれより大きいであろう。
， ラッティング
§13. ヒ°ケッティング，打ち壊し・機械の利用．
9ツテイング
組合は打ち壊しの慣行から急速に脱しつつある。打ち壊しとは雇用者や組合規定に反対
する労働者の道具を，隠したり，盗んだり，壊したりするものである。労働者がストライ
ビケッテイング
キをしている場所にヒ゜ケを張る慣行がなくなりそうな兆候はない。ヒ°ケを張るとは，スト
ライキ現場へのあらゆる通路を，組合の利害を代表するために任命された者で囲むことで
ある。しかしヒ°ケを張っている側にとっては威嚇するという事例は，ほとんどみられなく
なっている。今日ではそれらは， ほとんどもっぱら， 就労を求めようとする労働者たち
に，ストライキの性格と理由を説明することに限られている。ヒ°ケはかれらの階級的相互
愛の感情に訴え，雇用者に味方して，被雇用者に対抗するのをやめるように働らきかける
ものである。そして組合の側では，かれらの目標を放棄することにより，かれらが払うこ
ー とになるあらゆる犠牲を償還することを提案する。
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組合の指導者は，かれらの支持者たちに，多くの業種，とくに外国との競争にさらされ
ている業種に，改良された工程や機械を導入することに抵抗しないように説明する点で大
いに貢献した。ある雇用者は，人びとが生涯をかけ身につけ，またその者の全資本でもあ
る特殊技能を，機械に代替させるときには，通常，かれらが未熟練労働者の水準に陥むの
を防ぐために努力している。もしもこの努力が一般的になされるのであれば，機械にたい
する抵抗の最後の口実は，取り除かれるであろう。植宇工の組合のような賢明な組合が植
字機械の導入に抵抗する方に傾いていると言われている。また，公式に組織されてはいな
いが，どの労働組合よりも力をもった団体である弁護士たちが，訴訟手続きを簡素化する
ことにそれほど熱心でないと言われている。
これまでは，何人かの組合運動家が，極端な変動に陥らないように取引を規制しようと
する試みについては，なにも述べてこなかった。もしもこれを実現する方策が発見できれ
ば，労働者たちは，雇用者たち以上にそれの実現に努力するであろうというのは，きわめ
て確かである。というのは，雇用者たちは，そのような方策を実施するために必要となる
だろう束縛や統制に服するのを大いに嫌っているからであり，まt-:取引の浮き沈みは，労
働者にたいしては良くないものしかもたらさ、ない一方で，それがもたらす思いがけない儲
けの興奮やチャンスは，ある雇用者たちにとっては魅力があるからである。しかし成功の
見通しが少しでもありそうな，その種の方策は，いまだ考えだされていない。
トレードユニオン
第 6章 労働組合の賃金にたいする影響
§1. 賃金交渉における労働者の不利．
異なる勤労階層間ではかれらの協働の生産物の分配に関し，絶えず抗争が存在すること
トレード・コンピネーション
については，すでにみてきた。ここではこの抗争が，どのように労働組合によって影響を
受けるかについて，検討せねばならない。当面被雇用労働の異なった階層の相入れない利
害を無視しよう。また生産者は，雇用者というひとつの大きな階級と他の，被雇用者とに
分割できると仮定しよう。そして被雇用者が内部的に結合することにょり，通常，利潤の
犠牲のもとに，賃金を引きあげることが可能かどうかを検討してみよう。
他の事情にして等しければ，雇用者がより安い条件で充分な労働の供給を得られないと
きには，労働者の仕事の純価値に等しい賃金を支払うのが，かれの利益となることは知ら
れている。たとえばある農場主が， 1人の追加的労働者の仕事が， かれの農産物にたい
し，利潤ふくみで，賃金として一週14シリングの支出を償うに充分なものをつけ加えると
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見積もるとすれば，他の事情にして等しければ，追加的援助なしですますよりは，むしろ
この賃金を支払う方がかれの利益となるだろう。しかし他の事情が等しいということはそ
うあるものではない。 もしもその地区における経常賃率が， 週12シリングであるとすれ
ば，かれは仲間の農場主間での悪評を引き起すことなく， 14シリングを提供することはで
きないだろうし，また多分すでに雇用している労働者が14シリングの要求を企てることも
避けえないであろう。そこでかれは多分， 12シリングだけを提供し，労働不足を嘆くこと
になる。競争が完全に自由でないために，また労働者たちが自分の労働を売る市場につい
て大幅な選択権をもっていないがために；またさらにかれらは，雇用者が支払いうる最高
賃金に等しいものを最低価格として労働を保存しておくこともできないために， 12シリン
グの価格が維持されるであろう。
労働者たちがこのような状況にあることによる不利さは，同様の状況にある商店主の立
場を考えれば，判明するだろう。一般には，商店主は品物の価格を定める。そしてもしも
ある日かれの店に入ってきた顧客が，その代価を支払うことを拒絶するならば，かれはそ
れを支払おうとする他の者が来るまで待っている。しかしもしもいつでもかれが品物を，
かれが取得できる値段がいくらであろうと，それを受けとり，ある最低価格をひいて売り
おしむことができず，すばやく売却することを強いられているとすれば， ともかくも，か
れがごくわずかの買い手としか接触できないときには，その品物の実質価値より，はるか
に低く売却せねばならないだろう。なぜならこれらの少数の人が，かれの品物をおおいに
必要としているということはそうそうありえないので，かれに充分な代金を払う価値がな
いであろう。さらにはかれらは商店主の切迫した事情を利用するために結束して，かれら
が支払う価値があると思っているよりもさらに低い価格で売ることをかれに強制すること
さえあるかもしれない26)。
26)もしも市場にごくわずかの買い手しかいないならば，品物がオランダ方式で競売され
るか，イギリス方式で競売されるかが，大きな追いをもたらすだろう。オランダ流の
競りで：ま，販売人は，高い価格から出発し，誰かがそのものなしにするよりは，すす
んで支払おうとする価格，たとえば20シリングに達するまで，それを引き下げてゆく。
しかしイギリス流の競りでは，販売人は低い価格から出発し，誰もそれ以上の値をつ
けようとしないところまで値をつりあげてゆく。そしてもし18シリングを支払っても
よいという人がただの 1人であるとすればかれが18シリングをつけ，これを越える値
付けはなされず，そしてそのものはオランダ流の競 IJによるよりも，イギリス流の競
りでは， 2シリング安く売られるであろう。
Thornton, On Labour 2nd ed. pp. 56, 7. 
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同じように，もしも労働者が自分の貯蓄をまったく持っておらず，また労働組合に所属
していないとすれば，かれは近隣の雇用者たちが提供しようとする価格がいかなるもので
あれ，その価格で労働を売らなければならないであろう。そしてこの価格は，雇用者たち
がかれの労働なしで済ますぐらいなら，むしろすすんで支払おうとしたであろうものよ
り， かなり低いであろう。 もしもこの， 雇用者間での地域的協定が， ほぼあらゆるとこ
ろ，そしてほぼすべての業種で一般的であるとすれば，すべての業種における利潤は同様
に，もしもそれらが正常価値の理論において想定されている，完全に自由な競争によって
決定されたとしたら決まったであろうものよりも，少しは高いであろうし，また賃金は少
しは低くなるだろう。利澗はその正常価値よりもきわめて高くはなりえないであろう 9とい
うのは事実である，なぜならもしそうなれば，より高価格で，より多くの労働者を雇用す
ることにより，事業を拡張しようとする雇用者の誘因が非常に強くなり，雇用者間の暗黙
の協定がつぎつぎに破られ，そして賃金は上昇し，利潤はその正常水準近くまで下落する
であろうからである。しかしそれでもなお明らかなことは，もしも国中の労働者が，労働
を留保することなく販売する習慣をもっていたならば，賃金•利潤基金のうちのかれらが
受けとる分け前は，もしも雇用者間に完全に自由な競争があったならば，かれらが得たで
あろうものより，あるいは，もしもかれらが労働を最低競売価格で提供することができた
ならば，かれらが得たであろうものより，少ないであろう，ということである。
そこでもしも労働者たちが，地域的な労働組合に加入し，最低競売価格以外では労働を
売ることを拒絶するならば，かれらが賃金•利潤基金の分け前を増加させ，そして利潤の
犠牲のもとに賃金を上昇させることは，十分ありうることである。けれどもかれらは，ど
の程度までこれをなし遂げることができるのか？かれらの行動が，利潤が賃金の犠牲の下
に上昇する反動を引起こして，かれらへの労働需要を削減しないであろうか？
§2, 3. 一般的な賃金上昇をかちとることは労働組合にとって不可能ではないが，も
しもその変化が賃金•利洞基金を減少させるのであれば，それは永続的ではない．
この問題に答えるためには，賃金は賃金•利潤基金のうちの労働者の分け前であり，そ
の賃金•利潤基金とは，地代と税を控除したのちの，土地，労働および資本の純生産物で
ある，という事実から出発しなければならない。したがって賃金の上昇は，とにかく，も
しもそれがこの基金を減少させるような方途で得られるならば，そのものの損耗をもたら
す，•なにがしかの危険がある。ところで利澗率は，資本蓄積を規制する多くの原因のひと
つである。また利潤率の下落は，なにか他の原因によって相殺されるのでなければ，賃金
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•利潤基金を減少させるか，ないしは少なくともその増大を喰いとめるであろう。
この減少は，何年かの間はたいして重要ではないだろうというのは，その通りである。
また当面は，組合が労働者たちに，雇用者と交渉するさいにもたらす有利さが，かれらの
賃金を維持するために，減少した基金のうち大きな割合を手に入れるようにすることも可
能であろう。 しかし利潤の下落が，賃金•利潤基金に及ぼす影響は， 当初小さいとして
も，もしも賃金の上昇がなんらかの相殺的効果を発揮しないのであれば，やがて次第に大
きくなってゆくであろう。もしも 1年で，それが基金を，そういうことがなかったばあい
より， 1バーセント減らすことになるとすれば，この損失は2年目の終りには2バーセン
トに増加し， 3年目の終りには3パー セントに， 10年目の終りには10パーセントといった
ぐあいに増えてゆくだろう。 27)この損失は年々，着実に増加してゆく一方で，組合が労働
者たちに交渉上あたえる有利さには，それに応じた拡大は生じないであろう。そして遅か
れ早かれ，生産において，資本の労働の援助をもとめての競争は減少してゆくだろう。賃
金は下落し，そして賃金•利潤基金の拡大を阻止していた原因が取り除かれるまで，下落
しっづけるであろう。
かくして，もしも賃金上昇が，単に利潤の犠牲のもとに獲得されるのであれば，もしも
それが賃金•利潤基金にたいし，いかなる相殺的効果も及ぼすことなく，利潤を低減させ
るのであれば，長期的にはそれは自滅するにちがいない。それは，時を経ずして，総賃金
•利潤基金が，たとえ資本が低い利子率を受けとり，事業能力が低い経営の稼得を受けと
るとしても，労働に高い賃金を与えるには不十分なほどの，資本と事業能力の不足をもた
らすにちがいない。
§3. 〔承前〕
しかし，労働者たちが，かれらの結合の助けを借りて獲得するであろう賃金の上昇は，
27)本文中のようなケースは内輪なものである。もしも利潤率が， 10年間を通じてそれ以
上，下落せずに不変であるとしても，賃金• 利潤基金に及ぼす損失は，算術和的では
なく，級数的に拡大してゆくであろう。しかしさらに，賃金は引きあげられた水準を
維持するためには，絶えず利潤により大きな負担を投げかけることになる。そしてそ
れゆえに，賃金• 利潤基金の減少（ないし拡大の抑制）は，第2年次には， 1年目よ
りはるかに大きく， 3年目には， 2年目よりはるかに大きく等々となってゆくであろ
う。さらに利子率の下落は，機械の利用を促進し，また賃金資本の犠牲の下に，補助
資本を増加させる傾向があり，かくして賃金を引き下げてゆくだろう。ここで示した
問題の精密な取り扱いには，数学の援助が必要である。
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かならずしも自壊的ではない。というのは，それがたとえ第1段階で，利澗の犠牲のもと
に得られるとしても，賃金• 利潤基金のいかなる減少をも妨ぐように，また利潤に絶えず
負担をかけるということなく，利用しうるからである。
第1に， もしも労働者たちが，所得のうちの多くの部分を，資本家や雇用者がするよう
に貯蓄するとすれば，利潤の犠牲による賃拿の上昇は，資本の蓄積にほとんど影響しない
であろう。しかし労働者階級は，所得のほぼすべてを直接的欲求のために消費する。連合
王国における雇用労働の賃金は， 500,000,000ボンド近くの額，すなわちわが国の総純年
所得の約半分である。しかしかれらの年貯蓄は，かれらが購入する家屋や家具，さらに友
愛協会にたいする納付金を考慮にいれたとしても，わが国の富に年々つけ加えられている
2億4千万ボンドのうちのごくわずかの部分にしかならない。賃金がながらく高かった英
国の地域では， 多くの職工が自分の家を所有しているのは事実である。また賃金の上昇
が， 時の経過の中で， 貯蓄力と同様， 貯蓄意欲を増加させてゆくのも事実である。 しか
も，利潤の犠牲による賃金上昇の直接的効果は，物的資本の増加を抑制するであろうこと
は認めざるをえない。
第2に，すでにみたように，時間賃金の増加は，もしもそれが出来高賃金は以前ほど高
くないような，能率の増加をもたらすならば，利潤を減らすことはなく引きあげるであろ
う。他の言葉でいえば，賃金の上昇は，ほぼ常に，人的資本の増加をもたらす。また賃金
• 利潤基金の増加は，その国の物的資本とともに人的資本に依存している。
賃金の上昇は，その時には，労働者階級の物的ならびに人的資本を追加し，かれらの能
率を増進することに， 大幅に役立つであろう。またもしそのように支出されるのであれ
ば，それは賃金・利潤基金のいかなる減少ももたらさず，たとえ第1段階では利潤の犠牲
のもとに賃金上昇が得られたとしても，それは自滅的なものではないであろう。
しかしながら，労働者たちの能率の増進のための賃金の上昇を仮定するばあいには，か
れらが上昇をかちとる手段が，かれらの能率を大幅に落すものではないということが当然
のこととして考えられていたこ．とに注意しなければならない。かれらは徒弟制に関して
は，熟練労働者の数の増加を喰いとめることになるような規制を主張しないし，機械や製
造工程や配置の改良に反対しないし，また最後には，かれらの目標をストライキを繰り返
すことなく達成できるというのが当然視されている。もちろん労働者がストライキ中に蒙
むる経費は，実際の上昇分が得られる以前のかれらの儲けから控除されなければならな
い。しかしより一層の，そして多分より重要な控除が，ストライキおよびストライキの恐
れが生産に及ぼした間接的損失のために，なされなければならない。というのは，雇用者
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の企画を妨害し，ないしはかれらに計画をちゅうちょさせ，また計画を不完全にしか遂行
させなくするあらゆることがらによって，生産が抑制され，またそれゆえに賃金•利潤基
金が減少するからである。かれらの精力が生産上の適切な仕事から引き離され，かれらが
雇用している者とのいらいらするような論争へ向けられれば向けられるほど，賃金• 利潤
基金は少なくなってゆく。
かくして，労働組合は，他の方法では得られなかった賃金の一般的上昇を獲得すること
が不可能ではないが，この上昇は，生産を著しく停滞させない手段によって得られるので
なければ，また物的資本ではないにしても，労働者の人的資本を大きく増大させ，能率に
大きく貢献するのでなければ，賃金を引下げるような原因の作用を呼びおこし，賃金上昇
は長続きできないと，結論する。
〔§4. 「賃金基金説．」〕
インダストリイ
〔この結論は，「勤労は資本に制約される」28)という命題を解釈するのに役立つ。 これは
賃金基金説と呼ばれてきたものを述べる一方法として，しばしば利用されてきた命題であ
る。この説は大きな誤解を受けてきたし，多くの有名な誤謬を引き起してきた。しかしき
わめて有能かつ細心な専門家によってそれが説明されたとしても，満足すべきものではな
いようである。なぜならそれは，すべての賃金は，すでに資本としてとっておかれた富か
ら，支払われるという仮定に基づいているからである。これは最初は，簡単化のために想
定されたのであり，経済科学の基礎をなすという意図はなかった。しかし便宜のためにこ
れを用いる習慣ができ，何人かの経済学者は，あたかも賃金が資本としてとっておかれた
富から全面的に支払われるのが，必然的自然法則のごとく，考えたり，書いたりする習慣
に陥ってしまった。この基礎から出発してかれらは，その国の状況が，資本がいかなる割
合で2つの部分，補助資本と報酬資本に分割されるかを，決定することを示した。かれら
はその国の報酬資本を， 「賃金基金」と呼び，またいかなる変化も，その国の総資本量を
増加させるか，補助資本の犠牲のもとに報酬資本を増加させるかしないかぎり，この基金
の増加はあり得ないと説いた。
したがって，労働組合が，利潤の犠牲のもとに賃金を引きあげることができると主張し
たとき，賃金基金説の擁護者たちが答えて言うには，組合の行動は資本を増加さすことは
できず，むしろ減少させるにちがいない，組合は，資本が補助資本と報酬資本とに分割さ
28)第1編第3章§3,参照．
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れる比率を決定する状況を変えることはできない29), かれらは賃金基金となる報酬資本を
増加させることはできない，そしてそれゆえに，かれらの努力で1業種の実質賃金におい
て得られるかも知れない上昇は，少なくとも，他の業種に賃金を同じ額だけ下落させるこ
とによって相殺されるにちがいない。事実，ミルが述べているように， 「通常の」すなわ
ち賃金基金「説における考えの道筋はこうである。資本家の金銭的手段は， 2つの部分
ーかれの資本とかれの利潤ないし所得からなる。かれの資本は，年の初めかないしかれ
が事業活動の何回目かを始める時に，かれがそれをもって出発するものである。かれは所
得を，年の終りか，ないしはその期の活動が終るまで受けとらない。かれの資本は，建物
や機械に固定されているか，原料に支出された部分を除けば，それをもって賃金を支払お
うとして入手したものである。かれはそれを所得から支払うことはできない， というの
は，かれはまだそれを受けとっていないからである。かれがそれを受けとるときには，一
部分を資本へ追加するために支出するだろうが，それじたいは翌年の賃金基金の一部にな
るだろうが，今年度のものとは関係がない；
「しかしながら，資本家のかれの資本にたいする関係と，かれの所得にたいする関係と
の間の区別は，まった＜想像上のものである……かれ自身の所得は……かれの資本から前
払いされ，収益によって弁済される。同じことがかれが支払う賃金にもいえる。もしもわ
れわれが，かれが賃金の支払いに適用しうるために所有しているもののすべてを，賃金基
金と呼ぶことを選ぶとすれば，その基金は，かれの機械，建物および原料を補填し，家族
を養ったのちの，事業の全収入と同じものである。そしてそれはまとめて，かれじしんと
かれの労働者に支出される。かれが一方にわずかしか支出しなければ，それだけ他方に多
く支出される，そして逆は逆である。」
これがミルの経済学にふくまれている賃金の理論に， 「それを容認しやすいものにする
ために必要な性質と限界」を取り入れるよう望むために，かれが示している根拠である。
報酬資本として用いられるために，故意にとっておかれた一定量の富があると主張するか
わりに，かれは賃金と利潤をともに，土地，労働および資本の純生産物から生じると考え
ているが，これは地代と税を控除すれば，われわれが賃金•利潤基金と呼んできたもので
ある。かれは，生産物のどれだけが報酬資本になるかを規定しているのは，この基金の利
潤と賃金の2つの部分への分割であると言っている。
29)利子率の下落は，機械およびその他の固定資本の利用を増加させ， したがって補助資
本を報酬資本に比して増やす傾向があることについてはみてきた。しかし賃金基金説
の擁護者は，一般に，この論点を見過ごしているようである。
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新しい説と旧学説との差異は，労働がある国へ移住するケースを使ってうまく説明する
ことができる。旧学説によれば．賃金は．すでに資本としてとっておかれた富から支払わ
れることになる。そして労働者はなんらかの原材料と，働らくための操具を必要とずるで
あろうから，補助資本の増加がなくてはならず，またそれゆえに報酬資本が減少せざるを
えない。それゆえにまた多数の労働者によって稼得される賃金総額は，少数の者によって
得られたものより少なくならざるをえない。新しい説によれば，このような結論には，か
ならずしも到達しないであろう。事実としては，反対の結論の方がありうべき可能性が強
い。というのは，労働供給の増加は，資本と労働の純生産物を増加させ，またしたがって
賃金•利潤基金を増加させるであろう。雇用者たちは．一部には，雇用できる労働が増え
ているがゆえに，また一部には，資金の一部を労働の雇用から，より多くの補助資本の調
達にふり向けようとする目的に適うがゆえに，以前ほど労働の雇用について鋭く競争する
ことがなくなり，したがって賃金率が下落するだろうというのは事実である。しかし労働
者が賃金・利潤基金から得る，総分け前が以前より額として小さくなるというのは，確か
ではないし，ありうべきことであるとさえいえない30)0 
賃金問題を説明する旧い方法では，労働者階級が自分たちの賃金を，すでに蓄えられて
いる資本基金から支払われるものであり，その額は，・少なくともその期間には，かれら
の活動とは独立に固定されていると， みなすように促した。新しい説は， かれらの賃金
が，単に他の者が蓄わえた資本に依存するばかりでなく，またそれとともに大きく，かれ
らじしんの労働の能率にも依存していることを示す。〕
30)ケアンズ(LeadingPrinciples, Part I. ch, i.)は， ミルが立場を変更したのには十
分な根拠がないと主張した。かれはミルの旧説をうまく再述して，それをいくつかの
一般にみられる誤解にたいし擁護した。しかしかれはミルの新たな主張の核心をつか
みそこなった。それはつづく論述のなかで， 「労働供給の増加は， ……それが以前と
同じ資本と原料とともに使用されるものとしたときでも」賃金基金をして「それを分
かつべき人数の増加によって減少」さすであろうと述べることによって示されてい
る。
他方，ジエボンズ，クリフ・レズリー，ハーンおよびフランシス・ウォーカー各教
授ならびにシャドウエル氏は，すべて，賃金は生産物のうち，需給法則が労働者に与
える分け前分であるという同じ共通見解を採用している。（ジエボンズの「経済学の
理論」第2版，序文 p.50. を参照〔邦訳前掲書 xxxviiiページ以下．〕）ウォーカー
教授は，労働を前払いで雇用者に貸すのは労働者であって，前払いで労働者に賃金を
払うのは雇用者でないということを示す説得的な事例をいくつか集めている。さらに
ソー ントン， OnLabour参照。
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第7章労働組合の賃金にたいする影響（続論）
§1. 生産の同じ工程にかかわっている異なる労働者集団の関係，かれらの雇用者にた
いする関係との比較で．
労働者は，かれらが労働者組織をつくることにより賃金の全般的上昇をかちとることが
不可能ではないし，またこの上昇は，賃金•利潤基金を減少させないように使用されるな
ら，維持しうるであろうことについてみてきた。つぎに注目しなければならない点は，ぁ
る業種の組織が，賃金の上昇をかちとるとき，その上昇がまったく利潤の犠牲によって行
なわれることはまずないということである。雇用者は，ほとんど常に，この負担のほぼす
べてを他へ転嫁することができる。その一部は商業を通して，生産された物の消費者にふ
りかかるが，その多くは，通常，労働者階級に属する。一部は，生産工程においてこの業
種と，直接・間接につながりをもつ他の業種にふりかかる。
たとえば；大工たちが，ストライキかストライキの脅しによって，賃金を引上げるとき
には，建築請負人が負担の大部分をうけおうことはまずない。この引上げは通常，家屋の
価格が上昇しているときに得られる。また建築供給を抑えたり，抑えると脅かすことによ
り，建築価格の一層の上昇をもたらす。そしてこの価格の上昇が，建築需要を抑制する。
建築需要の抑制が， レンガ積みエ， レンガ職人，左官，ペンキ屋その他同じ1組みの雇用
者のもと，大工と直接結びついている職人の労働にたいする需要を抑制するし，またレン
ガ作り，採石夫等，大工と同じ雇用者の下で働らいているのではないが，生産の仕事にお
いて大工と間接的に結びついている者たちにたいする労働需要を抑制する。事実，大工の
利害は，レンガ積みエやレンガ職人，またレンガ作りや採石夫の利害と，建築請負人のそ
れとまったく同じように関連している。建築需要とその価格に影響を与える事柄におい
て，これらのあらゆる階級の利害は一致している。そしてこの価格が分割される方法と関
連する問題については，大工の利害は，それが建築請負人のそれと対立するのとほぼ同じ
ように， レンガ積みエやレンガ職人，そしてレンガ作りや採石夫のそれと対立する。雇用
者が建築物から得ることのできる価格が所与とすると，雇用者がレンガを安く買い入れ，
それを安く積ますことができればできるほど，かれらはより多くの建物を手がけ，また大
工労働にたいする需要も大きくなるだろう。そして逆は逆で，大工の賃金の下落は，他の
事情にして等しければ，レンガ作りやレンガ積みにたいする需要を増大させるだろう。
他の生産分野から例をとってみよう。鉄工の賃金の下落は，鉄工主たちをして，そうで
なければ拒わったであろう契約をとるようにしむけるであろう。これは鉄工所のための石
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炭を採掘している， 炭鉱夫の賃金の下落を喰いとめるであろう。他方，鉄の価格の下落
は，部分的には，異なる雇用者階級によって，部分的には，その労働をもって鉄の生産に
寄与している他の労働者階級によって，負担されるはずである。一方によって負担される
部分が大きければそれだけ，他のそれぞれによって負担されねばならない部分は小さくな
る。このように炭鉱夫と鉄工の利害の間には抗争があり，それは1・2度，組合間の公然
とした抗争をもたらしたことがあるが，そのときは炭鉱夫がより安い価格で石炭を採掘す
るようになるまで，鉄工が働くことを拒絶した。このような組合間の反目は，時として，
きわめて激しく，長期にわたることがある。したがって労使評議会の主たる目的のひとつ
は， 「ひとつの業種の2つの党派の間の，なんらかの誤解やささやかな偏見によって，組
合がいまわしいストライキを招くことを妨ぐことである。もしおこれば，最後には，それ
は争う両党派を傷つけるだけにとどまらず，その争いの原因にまったくかかわっていない
雇用者にも破滅をもたらしてしまうであろう。」81)
§2. 〔承前〕
しかしながらなお，関連した労働者集団間の利害の対立が，労働者じしんの注意を引き
つけることはそうたびたびはない。ひとつの集団が高賃金をもとめて，ストライキを行な
うとき，他方は，物的ではないにしても，精神的支持をストライキをしている者におくる。
わが国の大きな個々の産業においては，雇用者たちはしばしば，一方の側の味方につくと
みられている。他方被雇用者のいくつかの階級はもう一方のストライキ側につき，残る階
級は，ストライキ側に好意的な中立の立場にたっている。
この事実の原因については，それほど立ち入って検討する必要もない。第一に，雇用者
は資本の代表とみなされている。かれらは，製品価格と，賃金，原料および，建物や機械
等々の維持のための支出との差額を，利潤として受けとっている。かれらが，用いている
資本のほとんどすべてを所有しているわけではないことは分かっていたとしても，資本利
子と経営の稼得との間の区別は，はっきりしたものではなく，かれらが受けとる多額の金
は，そこから高賃金を労働に支払いうる潤沢な源資のように思える。この大きな金額は，
実のところ，利子と経営の稼得をふくむだけでなく，資本の損失にたいする保険料をもふ
くんでいる。雇用者が失敗すれば，かれの損失は間もなく他人からは忘れさられてしまう
が，成功は，それがつづくかぎり，あらゆる人の注目を浴びる。そして成功が不均等に分
31) Howell, ch, x. §20. 
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散している業種においては，何人かの労働者が，平均利潤率を押しさげ，平均の経営の稼
得を，その仕事の難かしさと緊張に対して，正当な報酬以上にすることを喰い止めてきた
失敗を見落し，一方でいわば，雇用者の労苦によって蓄わえられた少数の大財産を羨望の
眼をもって眺めるということは，なにも驚くに価いしない。
第2に，熟練労働者と未熟練労働者との間に，明確な階級区別があり，またある地域で
は，半分以上の雇用者が，被雇用者の間から昇進したにもかかわらず，なお勤労階層の大
きな社会的区分が，雇用者と被雇用者との間にある。労働者の友人や親族が，雇用者の間
にいることはまずなく，通常は，かれの業種と関連した業種の中に分散している。そして
かれじしん，雇用者になるよりはむしろ，これらの業種のひとつへ移りがちである。
第3に，ー業種の賃金の上昇は，同じ生産工程において，これと関連している他の業種
の賃金の上昇を妨げがちではあるが，それでもこれらすべての業種の賃金は，関連産業の
生産物にたいする需要が増加するときは，一斉に上昇し，それが減退すれば一斉に下落す
るのをいつでも見ることができる。雇用者の利潤は，通常，同時に上下動するのは事実で
はあるが，このばあい連携はそう密ではない。そして労働者の賃金がはっきり知られてい
るのにたいし，雇用者の利潤は，推測されるのみで，ほとんど明らかでない。、さらに異な
った職業の稼得を，相互に正常な比率に保とうとする，労働の循環は，関連した労働者の
二集団間において，労働者と雇用者間におけるよりも，はるかに素早く作用する。もしも
大工の賃金が， レンガエのそれに比して，異常に高ければ，間もなく大工の供給は， レン
ガエのそれに比して増えはじめ，不均等が是正されるだろう。事実， 労働者階級の間に
は，ある業種の賃金が上昇すれば，同じ生産工程にある，それと関連する他の業種の賃金
の相応の上昇が生ずるだろうし，また公平にみてそうあるべきだという，信念が存在して
いる。そしてこの信念は，それなりに大きな力をもっている。もしも大工の賃金が， レン
ガエの賃金よりも急激に上昇したとすれば， レンガエが上昇を要求できる最初の機会を利
用するのが，公平であり理に適ったことであると考えられている一方で，大工がつづけて
上昇を要求するとすれば，他の業種からほとんど共感を得ることができないであろデ。物
理科学においては，世論の影響など考慮せずに，自然の法則を解明するであろうが，経済
学や他の道徳科学においては，そうはできない。というのは精神界においては，ある変化
が起こるべきであり，また起るだろうという信念がそれを引き起こす傾向があるからであ
る。
§3. 1組合が業種における賃金の上昇を獲得できる諸条件．
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これまでの諸章32)でみてきたことは， (i)組織の諸価格引上げ力が依ってたつ一般的諸
条件はなんであるか， (ii)労働組合の構成と行動様式はいかなるものか， (iii)正常な賃金
および利澗の法則が，一般の犠牲のもとに賃金を引上げようとする労働者の組織化の企て
に課している限界はなにか，そして(iv)ある業種の賃金上昇が，雇用者とその生産を助け
ている商品の消費者の利害ばかりでなく，それを生産するさいに，かれらと関連をもって
いる業種の利害にもどのように影響を及ぼすのか，である。ここでは，その構成員の賃金
上昇をかちとるための労働組合の力が依拠している諸条件を一括してまとめてみよう。
第1に，ある特定業種の紛争の即時的結果に関して。
これは一部には，その業種の非組合員の数と行動，および他の業種からそこへ人を廻す
困難さに依存し，一部には，その組合の資金状況，蓄積基金およびストライキに参画して
いない者から，ストライキ支援のために徴収できる寄金の額に依存し，一部には，組合員
の決意と，かれらや他人が要求の正当性について抱いている信念に依存する。その業種へ
の労働の供給の抑制が，それによって得られる価格におよぼす即時的効果は，一部には，
雇用者間に存在していると思われるなんらかの組織の強さに依存し，一部には，個々の雇
用者の意志の強さと資金に依存し，また一部には，操業を中断することによって生じるで
あろう損失に依存している。この損失の額は，市場状況がもたらす，かれらが生産する商
品の価格と，それを生産するために必要な流動資本の支出との差額に依存する。他の事情
にして等しいとすれば，この差額が大きければ大きいほど，かれらの雇用する他の労働者
集団の賃金は低くなり，またその商品の正常生産経費のうち，恒常費や固定資本への利子
が占める割合が大きくなる。その商品の市場の状況を評価するためには，雇用者が手持ち
している在庫品や，紛争によって影響を受けていない他の者によってしかけられる競争
を，考慮に入れなければならない。
組合が手をつける労使紛争の直接的問題は， したがって，正常な賃金および利潤の法則
の作用よりはむしろそこで指溝的役割を果している者の性格と個人的関係，および種々の
他の偶発事に依存している。
第2に，労働組合の方策の恒久的効果に関して。
もしも，その業種の生産している商品が，簡単に遠距離輸送できるとすれば，ひとつの
組合が，その商品の大幅な不足を引き起すことに成功することはまずなく，同じ国ないし
外国の離れたところの生産者の競争が出来高賃金に影響を及ぼし，その組合はたいしたこ
32)第3編第4~7章．
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とができない。 33)しかしそのような競争の恐れがないときに，もしもある組合が，その業
種の労働者数を，普通のばあいより恒久的に少なくしておくことができれば，かれらが生
産に手を貸している商品の価格は品不足によって，雇用者たちが恒久的にきわめて高い賃
金を支払うに価いすると考えるほどに，高騰するであろうというのは，まちがいなくその
通りである。
組合が，徒弟奉公をしなかった者を，その業種に迎えることを阻止し，さらに採用する
徒弟の数を制限する厳しい規制手段によって，この目標をかかげ，部分的ながら成功した
ケースは存在する。しかしそのような規制は，賃金が異常に低い業種では，容易に強行で
きようが，その業種の賃金が他業種の賃金に比して，異常に高いばあいには，それを強行
するのはきわめて困難なことである。というのは雇用者と，その業種に入ってゆこうとす
る労働者の双方が，その規制を破ることにより大いに得をするので，いかなる規制も，長
期間にわたって，大量の新参者を防ぐことはできないからである。もしもその業種の純利
益が，すでに近隣にある，困難さの等しい他の業種の水準に達しているのであれば，他業
種の賃金が相応に上昇するのでないかぎり，その業種は，賃金の恒久的上昇をかちとるこ
とに成功はしない。
そこで，その一般方針があらゆる業種の賃金を引上げる内容をもつものでないかぎり，
いかなる行動方針も，恒久的にどれかひとつの労働組合にだけ有利であることは，ありえ
ないということになる。それゆえに，もしも，究極的で恒久的な効果だけを考慮するとす
れば，単一組合のばあいには，前章で到達したルールが適用できるだろう。そこでは，労
畔は，ある種のばあいを除いて，業種組織によって，賃金の全般的上昇を獲得すること
に成功することはできないことをみた。そしていまや，同じようなばあいを除いて，すな
わち上昇が生産を著しく阻害するのでない手段によって得られないかぎりまた増加した賃
金を受けとる者が，それをかれらの能率を増進させ，さらにその国の，物的資本ではない
にしても，人的資本量を大幅に増やすように使用しないかぎり，単一組合は賃金の恒久的
上昇をかちとることができないと，結論できるだろう。
人びとが能力のすべてを発揮して，できるかぎり最善の仕事をすることを阻むような，
労働組合の方策，あるいは改善された生産方法の採用を妨げるような方策，あるいは，事
業の不確実性を大幅に増大させるか，ないしはなんらかのかたちで，雇用者と資本家に多
大の損失を蒙らせるような方策，あるいは最後に，そのあとになにも恒久的に良いものを
33)第3編第3章§6参照．
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残さないような，一過性の享楽にたいする多大な消費をもたらすような方策が，恒久的に
成功することはありそうにない。このことは，一般的福利にとって有害であり，それゆえ
に道徳的に悪い方策を採用することは，労働組合にとっても恒久的には利益となりえない
というのと，ほぼ同じことである。
しかし残念なことだが， ある特定の時点において，組合員である者の金銭的利害関心
は，組合の究極的および恒久的利害とは，往々にして異なる。というのは，かれらは，正
常な賃金および利子の法則にしたがって，究極的には，かれらの行動からでてくる結末の
すべてがあらわれるまで長生きすることがないであろうからである。もしも，かれらが，
人為的に，その業種の員数を制限して，数年間にわたり賃金を，異常に高く維持すること
ができるとすれば，そうすることはかれらの金銭的利益となるであろう。たとえ目的達成
のためにおこなった規制が，長期的には賃金の下落をひきおこすとしても，そうである。
このような規制を，義務感ではなく，かれらの賢慮さに訴える説得によって，思いとどま
らせることはできない。
§4. 問題の経済的要素にたいする道徳的要素の関係．
「単なる細かな問題を除くならば34), 純粋に経済的な問題に性格が非常に近い実践的問
題であっても，経済的前提だけに基づいて決定しうるような問題は多分ないであろう」 35)
し，また同様に，金銭的利得にたいする欲求以外の他の動機を考慮することなく，産業上
の紛争における人間行動を論議しようとする態度は非科学的であり，また公共福祉にとっ
て有害である。共産主義者は，他人の幸福の等量の損失のもとに得をしようと望む者は，
いないだろうと想定した。がしかし世界は，いまだこのような高尚な道徳原理を，実践に
適用しうる段階に達していない。 しかしながら， 世界および他の人とともに労働者もま
た，誰も，他人の幸福のきわめて大きな損失をともなうような利得を望むべきではないと
いう原理を実行しようとする心構えはできている。もちろん1ボンドの損失は，金持ちに
とっては，貧しい者にとってより，はるかにわずかな幸福の損失しか意味しない。そして
30シリングの利潤のもとに， 1ボンドの純益をもたらすような方策を控えるように，労働
者に求めることは，この損失が究極的には賃金にはねかえるということが示しえないなら
ば，理にかなったことではないだろう。しかしかれらの多くは，他の人びとの賃金のより
34)経済学の方法に関する注意（第1編第1章§2および3)は，この節との関連で読ま
れたい。
35)ミルの「経済学」への序言。
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大幅な総損失のもとに，自分たちの賃金を引上げる手段を，どの組合も採るべきでないこ
とを認めている。そしてもしこの原理が，行動基盤として一般的に採用されるならば，組
合の政策の中になお残っているほとんどあらゆる弊害は， 「目に見える」かれらの行動の
即時的効果とともに， 「目に見えない」後々の効果を識別できるようになるような経済科
学の研究によって，取り除くことができる。
もしもあらゆる労働者が，各業種の生産が，他の業種の労働にたいする需要を構成して
いること，また，生産されるあらゆるものの約半分は，労働者によって購入されるのであ
るから，団体としての労働者は，すべての生産制限から生ずる損失の約半分を負担せねば
ならないこと，さらに，ー業種は生産を減らすことにより，つくりだすものに高い価格を
つけ，ときとして，利益をえるかもしれないが， しかしこの価格上昇分の半分は，通常
は，労働者階級の他の成員によって負担されざるを得ないこと，さらに，時としてそれら
しき産業の不調和があるとしても，一般的過剰生産はありえないこと，また，もしも，過
剰生産の恐れのもと，各業種が生産を，たとえば， 3分の1減らすなら，労働の実質賃金
たる，労働者が購入しうる必需品，便宜品，贅沢品が約3分の1減少するだろうことを知
っておれば，益するところ大であろう。•
熟練職を身につけようとしている者にたいする，不必要な妨害が悪いことであり，ま
た，一組合が，それを一般的に採用すれば，富の生産を縮減させ，したがってまた，究極
的には賃金の全面的下落をもたらすような，一連の行動によって，賃金上昇をかちとろう
とすることは，ほぽつねに，悪いことであるという反省を，もしもすべての労働者がすれ
ば，益するところ大であろう。
実業界における多くの秀れた者たちが，あたかも，事業取引においては，人は不正直を
避け，かつ自分自身の利益を追求すること以外のことはなにも期待されていないかのごと
く語りまたしばしば行動していると，労働者たちが言うことができるのには，十分な真理
の裏付があるのは残念なことである。雇用者は，時として，生産を制限するかそれとも莫
大な損失を蒙むるかの二者択ーを迫られるというのは，もちろん事実である。しかしかれ
らは労働者と同じように， それほどの緊急性がないときでさえ，生産制限を行なうため
に，そして社会の残余の人びとの大きな損失のもとに，自分たちのためのわずかな利益を
求めるために，結合しがちである。また，労働者が時として，正常水準をはるかに上回る
賃金を得るために闘争したいという気持ちにかられるように，そしてそのばあいそれがほ
んの一時のものであっても，厳しい規制と絶え間ない戦いによってしか得られないのであ
り，そのような賃金は，賃金•利潤基金を大幅に減少させ，また社会に重大な傷を残すの
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であるが，それと同じように雇用者も，時として，勝手な手段によって，不当に高い利潤
をあさろうとする似たような気持に陥る。
各種勤労階級の相互にたいする義務については，説教台から，社会科学協会．商務省，
労使評議会，労働組合議会において，実りある議論ができるであろう。また，雇用者を被
雇用者と顔つきあわせ，平和裡に，提出されているあらゆる要求の，経済的および道徳的
根拠を討議させようとする，あらゆる運動から得るところは大きい。これが調停委員会の
任務である。
第 8章仲裁，調停36)
. §1. 調停委員会および仲裁裁判所．
雇用者と被雇用者との間の契約を実行することにかかわる紛争は，フランスでは，はる
か以前から Conseilsdes Prud'hommes (労使協調会），すなわち2つの階級の同数の代
表者と，政府によって任命された諧長からなる委員会によって，解決されてきた。
マンデラ氏は，このやり方を改良して，ノッティンガムにおけるかれと同業のメリヤス
業の雇用者と被雇用者をして，過去の契約の解釈についてだけでなく，新しい契約がなさ
れる条件についても，紛争を調停委員会にはかることに同意をとりつけた。 1860年に始ま
った，この委員会は，それ以来成功裏に任務を果し，非常に多くのものがこの模範にした
がってつくられた。それぞれは，同じ業種の雇用者および被雇用者の同数の代表者からな
り，議長は委員会によって選出された。議長は決裁権をもっているとしても，実際上はし
ばしば仲裁者である。そして，委員会は通常，投票を行なうことなく，議論すべきである
と考えていた点で，マンデラ氏は多分正しい。双方は他方の主張をよく聴き，委員会全体
が，投票なしで合意できる解決にむかって努力することになっている。そのような合意に
到達しえなければ，その問題は，委員会の構成員である仲裁人の仲裁に付されるが，仲裁
人は，かれの援助なしには満足のゆく結論が得られないときにのみ，その会合に召喚され
ることになっている。
このように調停委員会の仕事は，好意的な交渉によって，産業紛争の諸原因を取り除こ
うとすることである。しかしそのような委員会がなく，また紛争がすでに始まっていると
きの，最善の処置は，通常，その給争を直ちに仲裁人ないし仲裁裁判所の決定に付すこと
である。ことがすでに紛糾しはじめているときには，仲裁の仕事は迅速におこなわれなけ
36)この章の主題については Crompton,Industrial Conciliationを参照せよ．
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ればならない。しかも普通にはその業種のこみいった点を処理するのに必要な知識なしに
である。仲裁人は，マンデラ氏の委員会がやっているように， 6000の異なった仕事の出来
高賃金表を決めることは，まず．できないであろう。しかし仲裁は，多くの点で，組織的な
調停に劣りはするものの，それはより弾力的に，より簡単に取り入れられる。そして相互
の自制心，信頼およぴ公明さの慣習が，未だ十分進歩していない業種においては，それは
唯一の手段である。またそれは調停への道を準備するものである。
仲裁および調停，双方の進歩は，雇用者と被雇用者が決定に従がう忠誠心に依存してい
る。労働組合は通常，当該組合員すべての代りに答えることができるし，その行動は，間
接的に非組合員の行動を統御している。使用者であれ被用者であれ，かれらが申したてた
ことがらに決定を下した人ぴとの裁定に従うのを拒否する事例は，ごくわずかしか存在し
ない。
§2. それらの一般的行動原則．
調停委員会や仲裁人が決定を下すときには，人間生活そのもののごとく，さまざまなこ
とを考慮しなければならない。しかもなお，かれらの任務の基礎となるべきひとつの明確
な原則がある。かれらは，初期の経済学者が言ったであろうように， 自然に順応しなけれ
ばならない。すなわちかれらは，自然にもたらされるであろうものから，大きくかけ離れ
た処置を，人為的な手段によってきめてはならない。というのはもしそのような決定を下
せば，かれらの仕事は自然な力にはげしく逆うことになり，駄目になってしまうであろう
からである。かれらは，プリマス・サウンドの防波堤を建設しなければならなかったとき
に，最初に海の自然な波動が石の土手に加える傾斜角を知ろうとした， レニーの範に従う
べきである。そこでかれは石を海中へその角度になるように投げ入れた，そして波のカ
は，かれの仕事をくつがえすどころか，それをまとめあげ強化することとなった。かれは
自然を制御したが，それはかれが自然の法則に1厠芯し，その力を手引きしたからである。
そして労使の調停や仲裁にとっても，このような仕事が適切なものである。
各種の労働の賃金には，それをめぐって変動する正常価値が存在することはみたとおり
である。この価値は，事実，文明の進歩と発明の進展および人間の習慣と性格の変化とと
もに変動する。しかしながらなお，ある場所およびある時代における，ー業種の賃金の他
の業種のそれにたいする正常な比率は，経済法則の作用によって決定される。そして賃金
をその正常水準から，はるかに高くあるいははるかに低く維持しようとする企ては，強力
な自然力によって抵抗を受け，失敗するだろう。
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また，裁定は景気が良いときには賃金を引きあげようとし，悪いときには引き下げよう
とする自然法則の趨勢に従うべきである。しかし労働賃金の変動は，自然には，財の価格
のそれほどには激しくない。そして賃金の変動は労働者の生活を望ましくない不安定さに
追いやるので，調停人と仲裁人は，裁定を拒否したり，回避したりする方へどちらをも誘
導することなく，この変動をできる範囲で小さくすることを目標としなければならない。
悪影響はほぼ常に，一方にたいし，ストライキやロック・アウトによって得られるであろ
うと，分かっているものよりはるかに悪い条件を課す裁定から，究極的には生じる。
§3. スライド制．..... 
調停委員会はしばしば会合し，賃金を市場の時々の変動にたいし調節することができる
スケー ル
が，しかしもっとも良いのは，自動調節的なスライド制を採用することである。そして仲．．．．． 
裁裁判所は，業界に永続的な平和をもたらすような解決をおこなうそれ以外の手段を持ち
あわせていない。そのような制度を設けるためには，出発点として，その業種の各諸部門
の価格，利潤および賃金が，全体の合意により「適正」であるとみなされる，すなわち正
常価値にある，ある期間をとりだす必要がある。これらの価格，利潤および賃金が標準価
格，利潤および賃金とみなされると，次の段階は，生産される財の価格に大きな変化があ
る毎に，特別の裁定をまたずに，各部門の賃金がそれに応じて変更されるように調整する
ことである。目標は，できるかぎり賃金の変動を小さくすることであるということは今述
べたばかりである。そしてそれゆえに，賃金が販売価格にたいし，固定した比率を負担す
るという規定であってはならない。そうではなく，ある業種では，価格が標準価格より 10
パーセント上回るかないし下回ったときには，賃金は標準賃金より 5パーセント上回るか
下回るといった規定でなければならないし，他の変動にたいしてもこういったものでなけ
ればならない。他の業種では，詳細は異なる規定であっても，一般的性格においては同様
のものとなろう。スライド制は長期間，変更なく作用するものと考えられてはならない。
それはともかくも，その業種の運営法に目立った変化が生じるならば，計算し直されなけ
ればならない。
スライド制の条項は，明確で誤解の余地のないものでなければならないが，過度に単純
なものにしようとすれば，多分利点よりは弊害が生ずる。自然は単純ではなく，複雑であ
る。自然法則の作用に抵抗することではなく，それを手引きすることを目的とするスライ
ド制も，時として複雑なものにならざるをえない。だから通常，スライド制は，業者が製
品のために受けとる価格ばかりでなく，原料のために支払う価格をも，考慮にいれなけれ
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ばならない。たとえば，鉄工業の標準価格は，ある種の銑鉄1トンの価格ではなくて，こ
の価格が，それを作るために用いられる鉄鉱石や石炭の価格を上回る部分であるかもしれ
ない。また綿糸業の標準は，完成品によって業者が受取る価格とともに，綿花にたいし支
払わねばならない価格をも参考にすべきであろう 87)。
§4. 調停の間接的利点．
労資の紛争に断を下すさいに依拠しなければならない事実を知悉することは，きわめて
困難である。自分たちの労働の産物が販売される実質価格を確認することでさえ，労働者
たちにとっては往々にして困難である。調停委員会の利点のひとつは，そこへ派遣された
労働者の代表が，あるばあいには相互信頼の下にであるが，雇用者の難儀が理解できるほ
どに，その業種の現状を，かれらから学ぶことになり，事態の切迫がそれを必要とすると
きには，譲歩しまた雇用者じしんが示した，雇用者側の説得が強力なものでないことを証
明できるときには，断固としてゆずらないといったことができるようになることである。
またそうしている間に，雇用者と被雇用者は，対人的接触による一般的影響によるばかり
でなく，労資紛争の偏向した雰囲気のもとに，距離をおいてみていたときに感じられたほ
どに両者の動機は悪いものでないことを学ぶことにより，相互に接近してゆく。
しかしながら，労働者階級が，自分たちのかかわっている業種の隠れた動向を理解でき
るようになる，いまひとつの，より行き届いた手段が存在する。労働者は自分たちの資本
で事業を始めることができる。そしてそれにたいするすべての支配権をもち，その利潤を
受けとり，損失を負担することにより，かれらは事業の神秘のすべてに近づくことができ
る。このようにして得られた知識は，他のいかなる手段によってできるであろうよりも，
よりよく，いつ賃金の上昇が，利益であるよりも事業を妨害する弊害となり，いつ「正当
に」要求しうるか，またいつ賃金切下げの提案が，事業の状況によって本当に要求されて
いるものではなく「不正なもの」として抵抗すべきかを語ることができるようになる。こ
の手段あるいは多くの他の方途によって協同組合的生産は，経済知識の増大と産業道徳の
改善のあいたずさえた動向を，大きく促進するであろう。
37)この方式はクロムプトン氏の Ind硲tryConciliation p. 88によって主張されている
スライド制反対論を回避するもののようである。
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第9章協同組合
§1. 協同組合の究極的目標．
協同組合運動の創設者たちが抱いていた理想は，競争の過酷な力を抑えて，兄弟的な信
頼と連帯を競争にかえることにより， 世の中を刷新しようというものであった。かれら
は，競争の匁のもとに，人びとの活力の多くが，互いをだしぬくために空費されているの
を見た。かれらは，商品であれ，労働であれ，その売り手が，できるかぎり少なく，かつ
質の悪いものを渡そうとしているのをみた。そしてかれらは，買い手がいつも売り手の必
要につけこもうとし，そのために売り手，とくに労働の売り手に価格の切りさげを強要す
るのを見た。もしも買い手がかれにたいし大きな選択の自由をもっていれば，かれは切り
下げが必要であることを知ることになる。 「協同組合の信条」は，はっきりと述べられて
いるというよりはむしろ感得せられるものである，それは抜け目ない実務家によっても．
真面目に信奉されている。これらの弊害は，兄弟的信頼と公平の精神によって，大幅に取
り除くことができる。その精神は未発達ではあるが， 人間の性格のなかに潜在してはい
る。それは，人間が充分に進歩して，事業上の不必要な秘密がなくなり，各人が自分じし
んの利益を擁護するとともに，一般的福利を促進することを心がけるようになる時を．心
待ちにしている。
このように，その究極的目標は，初期のキリスト教会のなかでみられ，その時には財の
共有へと導びいたものと似ている。協同組合は，私有財産にたいする干渉を提唱するもの
ではなく，自助を主張し．国家の援助や，個人の自由にたいするあらゆる不必要な干渉を
嫌う点で．もっとも最近の社会主義的諸計画とは異なる。しかし他の点に関しては，協同
組合は社会主義の信奉者に大きな共感を示しているし， またかれらから多くを学んでい
る。事実，英国人社会主義者の第1人者，ロバート・オーエンは，協同組合の創設者であ
った。そして真面目な協同組合運動家の多くは，かれを絶対的に信頼している。かれの意
見のいくつかの法外さが，かれの最善の事業を失敗させた。が人間性のなかにある善性お
よび品位ある性格を形成する可能性にたいする，かれの無条件の信頼，人間を信頼しまた
かれらの理性に訴えることにより，人間がもっている正しい行動力をなんであっても引き
出そうとするかれの真剣な願望，かれ自身の利害にたいする無頓着，それによってかれが
巨万の儲けを得た，比するものなき事業的天才と洞察力，そしてさらにはかれがその儲け
を工員たちに分け与えた．またかれの大きな社会的目標のために利用した寛大さ．これら
すべての特性は，他人に豊かな影響を与え，いまや去ってゆこうとしている年代層の労働
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者の多くにとって，大きな魅力であった38)。
協同組合の運動家が，さしあたり実行しようと して手をつけた仕事は， 3つの項目に分
類することができるだろう。かれらは，第1に，雇用者と被雇用者との間に（あるいは不
正確な言い回しでは，資本と労働との間に）， 第2に， 小売業者と個人消費者との間に，
そして第3に，小売および卸売業者と生産者との間に，存在する隠しだてとあつれきとを
取り除くかないしは緩和しようとしている。これらの目標を追い求める一方で， かれら
は，労働者たちが，かれらじしんの資本を，商業や製造業に投下して，利洞から， 「共同
目的のための共同行為による共同資本」 39)を貯えることができるようになることを目指し
ている。
§2. 産業的組合営業．
バベエッジ氏は，いかに産業協同組合が不調和を軽減し，労働者の活力と希望を引きだ
すものであるかを，明瞭に説明した最初の人物であった40)。かれが提唱した，協同組合の
インダストリアル・パートナーシツブ
疇式のひとつは，産業組合営業であった。 この制度の下では，組織よび経営権は，必要
資本の大部分を出資する，雇用者の手中にとどめられるが，被雇用者の賃金は，ある基準
内で，事業の利潤に依存する。スミス氏の古書店の書記はそれぞれ，かれの販売総額の一
定比率を受けとるが，事業の成功そのものについては直接的な金銭上の利害をもっていな
いという制度が，産業組合営業の例として引かれている。それは事実上，出来高によって
賃金を支払う事例であるが，賃金を出来高によって支払う，この案およびあらゆるその他
の案には，協同組合のひとつの要素があることに注意するのは，大いに重要である。産業
組合営業制度は，ルクレア氏のパリにおける家屋塗装業によく示されている。 「かれじし
ん以外は，もう 2人の共同経営者がいる。一ーデフォノー氏と，その他のすべての従業員
（およそ 200人ほど）からなる友愛協会がそれである。これら3つの共同経営者は， 事業
38)協同組合は社会に蔓延している病害にたいする救治策としてはなまぬるすぎると考え
ているカール・マルクスは，偉大な社会主義者がいかにして工場の労働時間の短縮を
考えつき，それを実施し，工場の子供を学校にやることや協同組合制度を考え，実施
したかを指摘し， またこれらのオーエンの構想が空想的で共産主義的であると呼ば
れ，ほとんどあらゆる有徳者たちから笑いとばされ，その後これらの考えがいかに尊
敬されるようにになったかを誇らかに指摘している。 (DasKapital, p. 277.) 
39) Professor Stuart's Address to the Co-operative Congress, 1879. 
40) Economy of Manufactures, ch. XXVI. 
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に投資した100,000フランの資本を持っている。ルクレア氏とデフォノー氏は，それぞれ
6,000フラン (240ボンド）を監督賃金として受けとり，純利潤の半分を， 2人で均等に分
配する。残りの半分は労働者のもので，そのうち5分の2は友愛協会に支払われ，その他
の5分の3は，個々の構成員の間で分配される。ルクレア氏は，しかしながら，誰が分配
にあずかるか，またどれだけの額をとるかを決定する権利を，自分のものとして留保して
いる。ただいかなる部分も隠しもつことなく，労働者の取り分のうち，個人に授与されな
かった分は，すべて友愛協会に支払うことを誓約している。」41)
§3. 協同組合的工場．
しかしながら，言葉の厳密な用法における「協同組合的生産」は，雇用されている男女
労働者が，事業に必要な資本の，すくなくとも一部を出資し，その経営になにがしか参与
しているばあいに限定されている。以前に，ホルヨーク氏が述べている42)。 「資本家が労
働を雇い，それの市場価格を支払い，そして全利潤を取った。協同組合的労働は，この過
程を逆転させることを提案している。その案では， 資本を買い， それに市場価格を支払
い，協同組合が全利潤を取る。」このように，協同組合的工場は， 「労働が資本を雇い，そ
れの処分を企画し，そして自分の手で操作する。」43)「それをはじめようとする労働者は，
まず貯蓄し積立てるか，ないしはかれらじしんのものが不十分であれば，追加分を借りる
必要がある資本家にかれらが用意できる全資本を担保として申し込む……。かれらは事務
所を借りるか，買うか，建てる，管理人・技師・設計家・会計士，あるいはかれらが必要
とするあらゆる事務員を，それらの人びとが市場で能力に応じて要求できる通常の俸給
で，任命する。雇用されたすべての労働者は，同じようにして，賃金を支払われる。もし
もかれらが，所有分以上の資本を必要とするならば，かれらはそれを事業の危険に応じた
市場価格で借入れる。その構成員によって応募された資本には，同じ率が支払われる。か
れらの地代，素材，俸給，賃金，あらゆる種類の事業支出および資本利子は，かれらの事
業の年間費用である。それを越える全利得が利潤であり，それは，すべての事務員，労働
者および顧客の間で，それぞれの貢献に応じて分配される。このようにして， 20彩の利潤
があがった幸運な年には，俸給が500ポンドである管理者は追加の100ボンドを得，賃金が
41) Thornton, On Labour, 2nd ed. pp. 366-7. 
42) History of Co-operation, Vol. I. p. 8. 
43) lb. p. 222. 
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年 100ボンドの労働者は，・事業資本の出資分にたいして支払われる利子に加えて， 20ポン
ドの利澗を手にする。それ以外の資本の配当はない。労働者はすべての剰余を取り，かく
して頭脳ないし手の労働によって，利潤を創りだす者の努力のすべてが報われる。なぜな
らかれらが利益のすべてを刈りとるからである。これが協同組合的工場の明確な原理であ
る。」44)
そのような工場の好例は，ヘプデン・プリッジ・コール天協同組合会社である。ここで
はすべての労働者が，男性も女性も，株主でなければならない。いくばくかの株は，他の
協同組合会社によって保有され，またいくばくか・は，主として近隣で同じ業種に従事して
いる労働者である， 「外部の」個人によって保有されている。全株主は均等の投票権を有
し，また困難な事態が生じたときで，かれらの技術知識が役立ちうる部門では，相談にの
ることにより協同することに全員が同意している。この会社は，協同組合工場の成功に有
利な諸条件のほとんどを備えているように見える。そしてこれらの条件を，以下に数えあ
げてみよう。
§4. どのような業種でそれらはもっとも成功しそうであるか．
雇用者が経営の稼得を手に入れるための労働は，二種類ある。第1は，生産を組織する
それ，すなわちどれだけ作り，どのように作るかを決定し，どこでまたいつ買い，売るか
エンジニアりング
を決める仕事である。アメリカ人の用語を使って，これを事業を操縦すると呼ぼう。雇用
者の仕事の第2の部分は，監督のそれと呼ばれているものであるが，これはかれの指令が
適切に遂行されるのを準備することからなる。協同組合工場は，操縦の仕事が困難でかつ
重要である業種では，成功しにくいという一般原則があるようである45)0 
というのは，そういう業種では，事業家たちの会謙は，単一個人と競争するには，おお
いに不利であり，労働者たちの会議は，ほぼ全面的に経営者に依存すべきであろうからで
ある。しかしどの協同組合的工場も，第1級の能力をもった経営者の仕事のために，十分
な俸給を提供したことがない。したがって経営者は，協同組合の信条に大きく影響を受け
ていて，かれが自由市場で得ることができるであろうより少ない俸給で，大義のために喜
こんで働こうとするばあいでないと勤まらない。したがって協同組合的工場は，多くの機
械製作業のような大いなる発明能力を必要とする事業や，流行の変化が激しい婦人服の素
44) lb. pp. 123-4. 
45) Brassey, Lectures on t加 LabourQuestion, pp. 126-130. を比較せよ．
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材を作る業種のような，すばやい決定と大胆な行動とともに．つかの間の好機に依存し，
また今起っていることについての多くの知識を必要とする事業，あるいは鉄圧延のような
大きな資本を必要とする事業や，利潤が主にあざやかな投機によってもたらされる事業で
は，過去において成功したことがないし，今後もまったく成功しそうにない。
しかし簡単に，きまりきったものになってしまい，そのため雇用者の仕事が，主に単な
る監督である業種では，協同組合は，この監督業務が本来なすべき多くの部分を省くこと
により，大いに節約することができる。というのも，協同組合員は，互いに働くことを促
しあい，工場長やその他，下位の管理職の能率を保つことができ，多くのこまごました点
で，浪費ややりそこないを防ぐことができるからである。かくして協同組合的工場は，着
実な需要があり，変化がわずかで，価格の変動が少なく，かつ資本が雇用労働に比して小
さな業種でもっとも成功の可能性が多い。協同組合の事業は，労働者階級のH常品を供給
する多くの業種で成功している。そして多分より多くのところで成功しそうである。それ
は小さな商品，捕鯨船その他の漁~でもよい成果を残している。
協同組合は，いままでのところ，農業ではごくわずかの進展をみせたのみである。成功
のための諸条件の多くが，そこにはあるのにもかかわらずそうである。しかし農業労働者
は，たとえ農場を維持してゆくのに必要な資本をもつことができるとしても，引きつづき
数回の不作のほこ先に，まずたち向ってゆけない。そしてより重要なことは，学校教育や
社会教育が不十分なことが，ある程度まで，協同組合事業にかれらを不向きにしている。
というのは，協同組合は信頼の子であり，無知は不信の親だからである。アメリカにおけ
る「共同体」は主として農業部門であり，それらの多くはきわめて成功している。しかし
かれらは耕作し，通常の必要物の多くを供給する土地を所有している。かれらは，多くの
実践的能力をもっており， また兄弟愛や相互信頼の精神をふくむ宗教的熱情をもってい
る。
§5. 下請契約をとるさいの協同組合の仕事．
しかし協同組合的やり方では，総合的経営が難しい業種においても，労働者は下請契約
をとるさいには協同することができよう。下請負人が仲介人であり，技術的にはあまり熟
練がいらないが，契約が難しくまた規定が厳しいときには，下請制度は，生産を安上りに
するかもしれないが，しばしば労働者にとっては大きな弊害をもたらすと，労働者たちは
不平を洩らす46)。しかし労働組合は反対していないのだから，協同組合員は，できるかぎ
46) Howell, ch. VI. § §3, 4. 参照．
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りのことをして，この方式の活用を考えるべきである。そのばあい，下請契約は，自分の
道具をもち，全責任を仲間でわかちあい，さらにかれらによって選ばれ，給与を支払われ
る者の命令の下にある，一組みの労働者によってなされる。この制度は，人夫や坑夫や採
石夫やさらには造船業で，以前から採用されているし，その範囲はほぽ無限でもあるよう
だ。 「長距離の鉄道では，切通し，橋， トンネル，堤防および駅舎のすべては， 1人ない
しそれ以上の下請負人によって施行される。そして協同組合制度は大規模事業の各部門の
建設に，それが十分に再分割されていれば，容易に適用できるだろう。」47)そこにあるあら
ゆる機械とともに一室を仲介人に貸しつけ，かれが必要な労働を雇用し，ある量の仕事を
一定の価格で契約している，多くの工場では，仲介人を協同組合の一隊に置きかえる方が
有利であろう。
§6. 協同組合的信用組織．
協同組合信用組織は， ドイツで大きな成功を収めている。その理由の一部は，大工場に
おける労働制度が， 英国におけるものと比較にならないほど，すすんでいないからであ
り，また非常に多くの労働者が，なんらかの小さな手職用資本の使用を必要としているか
らである。これらの労働者の何団体かが，他の社会階層に属する数人のひとと一緒になっ
て，組合を形成している。各組合が核となる自己の資本をもっていて，これと，全構成員
の全財産とを担保にして，より多額の資本を市場利子率で借り入れる。それから組合は，
構成員にたいし，裕福な借り手には高いと思えるが，労働者が個人で，通常の事務手続で
借りれる率よりははるかに低い率で貸し付けを行なう。労働者が病気になったり，債務弁
済前に夜逃げしたりする危険のために，適正な率では労働者は資金を得られないのであ
る。組合が支払う利子と受取る利子との差額は，，ほぼ常に，全経費と損失を控除したのち
に，資本にたいしきわめて大きな利潤を十分にもたらすものである。そしてこの利潤から
新たな資本が蓄積されるため，組合は年々，より多額の自己資本と，より少ない借り入れ
資本とをもって営業する。損失が大きくないのは，協同組合の原則が，他の構成員によ
る，•各構成員の性格と行動についての絶えざる審査に適用されているからであり，かれら
の多くは借り手になる構成員の隣人であり，かれについてあらゆることを知っているから
である。ある人が入会に応募するときばかりでなく，その後その人が借り入れを希望する
ときも，高い審査基準が引きつづき維持される。さらにいかなる貸しつけも 3か月以上に
わたってはなされず，審査手続きが常時行なわれる。これらの組合は，英国の労働者の協
47) Brassey, I. c. p. 137. 
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同組合店舗のように自主的なものではなく，シュルツエーデリッチュ博士の洞察と努力に
よって考え出され，大部分が設立されたものである。かれはその最初のものをデリッチュ
の小さな町で， 1849年にはじめた。そして1877年には， 1827の信用組合が存在し，それら
は1,000,000人以上の会員を有し， 8,000,000ボンドの資本を所有し， 20,000,000ボンド以
上の貸付けをおこない， 110,000,000ポンドの量の取引をおこなったと，・かれは報告し
た48)。
§7, 協国組合店舗．
協同組合がしょうとしているのは「生産と交換において，誠実，公正および節約の実践
を促進することである。 Lあらゆるごまかしの取引の廃止によって。ごまかしは(a)直接に
は，生産ないし販売されるあらゆる品物を，生産者や販売者によってそうあるべきである
と了解されているもので:1'iないものとして提示することにより， (b)間接的には，買い手に
購入する品物の価値を判断することを可能にする，商人によって知られている事実を買い
手から隠すことによる。 2,一般に利潤として知られている基金を，平等に分配する•ことに
より，資本家，労働者および買い手の相反する利害を調整することによって。」49)
そしてつぎに，小売商人と消費者との関係を，より良いものにするために貢献している
協同組合事業を考察しよう。協同組合店事業は，協同組合工場のそれに比してわずかであ
るが，一部にはこの理由のために，その成功はより大きいものであった。その道は，ロッ
チデール1) における28人の労働者によって切り拓かれた。かれらは 1844年， 卸売価格
で，小麦粉，オートミル，砂糖およびバターを各人1ボンドを購入することを認めた。こ
のメムバーの 1人は， セールスマンとして働らき， また利潤は店の資本増加に用いられ
た。それは小さな出発から着実に成長し， 1878年までには10,187人の会員と 292,053ボン
ドの株式資本をもち， 298,679ボンドにのぼる商品売上げがあった。ロッチデールの労働
48)英国人読者は，この組織についてのより多くのことや， ドイツにおけるその他の協同
組合運動について， R.B. D. モライヤー氏の労働組合委員会第1回報告の付録にお
ける論文，および1879年協同組合評議会報告の，ニール氏の付論から，知ることがで
きよう。協同組合と国家の援助や保障に関する社会主義的諸計画との間の関係はシュ
ルツエーデリッチュ博士の deutscherArbeiter-catechismus, ラッサールの応答，
Herr Bastiat-Schulze von Delitzschおよびシュルツェの答弁 DieAbschlafung 
des gesc旭'ftlichenRisico durch Herrn Lassalleで研究しうるだろう。
49)協同組合規則．
1)イングランド北部の都市，初期の協同組合店がここで組織された。
67 
918 闊西大學「継清論集」第31巻第6号
者の模範は，多くの他の都市の労働者によって模似られ，それらの間で，これらの労働者
店舗が5,000,000ボンド近い株式資本を所有し，年率約14,000,000ボンドにのぼる営業を
おこなっている。 この数字には， 中産階級によってはじめられた店舗は， ふくまれてい
ない。それらは確かに協同組合と呼ばれているが，真の協同組合精神はほとんどみられな
い。
§8. 基盤となっている諸原理・
労働者の店舗は，ロッテデールの開拓者たちの歩みに，密着してつきしたがってきたの
で，そのひとつの一般的記述がそのまますべてにあてはまる。それらは近隣における通常
の小売り価格をつけ，各四半期末における総利潤から，資本利子および減価と拡張のため
の引当金が控除される。そして最優秀な店舗では， 2½パーセントが，読書室，図書室，
講義および教育的目的一般に用いられる。その残りは，もしも運動の指導者たちが思い通
りにするのであれば，全雇用人たちと店の会員に，その賃金ないし四半期における購買額
に応じて分配される。しかし高貴な目標をもってはじめられた運動は，往々にして，その
成功によって苦しめられている。そしてロッチデールにおいてさえ，利得の欲望のもとに
店舗に引きつけられた新参者は， l日会員に票数で勝ち，労働者に分け前をまった＜渡さず
に，全純利澗を，会員間で分配している。
これらの店舗によってなされた利点の多くは，最初は割引なしの価格をつけ，各四半期
末に一括払いで利澗の分け前を，消費者に還元するという案によっている。というのは．
こうすることによって，労働者は毎週毎週，稼ぎの一部を，ほとんど知らないままに，た
めておくように誘導されるからである。かくて労働者は，多分ミシンやなにか重要な家具
を買うために貯蓄をおろす。そしてかれはしばしば自慢できるような整った家を持つとい
う目標を持つようになる。もしかれがすでにそのような家を持っていれば， かれが「配
当」でなしうる最善のことは，それを引き出すことではなく， 「共同目的のための共同行
動による共同資本を貯蓄すること」に参画することである。このような店舗では，真実の
協同の多くが存在する。会員の多くが事業の運営法に積極的な関心を持ち，役に立つとき
はいつでも援助と助言の用意ができており，団体の事務員の採用と監督に参与する。かれ
らじしんは，この仕事によって訓練され，一部はその目的のために適切に使用できる，自
由資金をもっているという感情により，一部は店で，協同組合信念が強い他人と交際する
ことにより，より大胆な協同組合事業を論じ，また参画するようになる。
かれらの熱誠は，年次協同組合評議会において刺激をうける。協同組合委員会，連盟お
68 
A. マーシャルの「産業経済学」 (V完）（橋本） 919 
よび協会は絶えず稼動しており，同時にこの大事業を強化，拡大しようとしている。また
協同組合員は，もし「教育が全人類にとって望ましいものであるとすれば，協同組合員に
とっては生活必需品である」50)ことを学んでいる。
§9. 他の店舗との競争においてもつ利点．
協同組合店が商店主たちとの競争において有している有利さは，次のように分類できる
だろう。
i. 協同組合店は，原則として現金払いを採用した。店では信用を拒絶されることにつ
いてどの顧客も気を悪くすることはない。しかし商店主は，たとえかれらが現金払いで始
めるとしても，信用を供与する例外的事例にほぼ不可避的に遭遇し，そして間もなく例外
的事例が一般的なものになるのを知っている。信用制度は，多くの不良債権をもたらすだ
けでなく，貸付けの自然な順序を逆転させる。資本にたいする営業利潤を期待する営業
者は，直接ないし間接に，ただ資本利子を得ることだけができる私的個人から，借入れを
するのが合理的である。しかし信用制度のもとでは，顧客が商店主から資本の利用を借り
る。
i. 協同組合的要素が強い店は， まぜ物のない商品を売る。そして他の点でも同じこ
とをしていると信じられている。
ii. 店は，広告や高価な用地に金を使わずに，大きな事業をすることができる。大店舗
は立派な正面入口を持つことを好む。しかしこれは多くの部門で屋上屋を重ねることにな
る。
iv. 小さな商店主との競争においては，大量買い付けの利点を持っており，したがって
その商店主より，より直接に生産者から買う利点を持っている。
V. 店の成功に利害関心を持っている者は，個人商店の顧客より，我慢強く応待を待つ
だろう。したがって営業額は，商店におけるよりもこの店における方が，カウンターの向
うに立つ人間の数に比して，より大きい。
協同組合店が，労働者階級の顧客を求めて争わねばならない大きな障害は，組合員でな
い労働者は，かれが失職しているときには，通常商店主から借りようとし，また組合員で
あっても，勝利のための闘争で興奮したときには，もう少し永くストライキを継続する資
金を前払いしようという，友情ある商店主の申し入れを急いで受け入れようとする事実か
50)この真理はスチュアート教授の提言のなかでうまく表現されている。
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ら生じる。そしてまた生活の程度が異なる多くの人は，かれらが所得を受けとる以前に，
所得を支出することはできない，ないしできないと考えている。
§10. 小売業のありうべき将来．
旧い慣行のもとで営業を行なってゆこうとする商店主が，常に何人かいるだろうという
のはありうることである。かれらは高い価格を支払おうとする顧客をかかえているが，そ
の条件は，客が信用を享受し，遅滞なく客の用を足し，顧客が買うつもりのない数多くの
ものを陳列することで役に立ち，かつ購入するものはどんな小さな小間物でも，すぐに客
の家に運ぶことである。しかしあらゆるこれらのサービスは，大多数の顧客のために実際
に価いするもの以上の費用を商店主に負担させる。そして協同組合店の成功は，結局は顧
客に，かれが支払うに価いする以上の負担を強いることを，顧客にたいしてなにもしない
という営業原則にしたがって行動する商人に大きな需要があることを証明したことになっ
た。しかしこの原則を採用する商店主が，大きな力の源泉たる真の協同精神に満ちている
ような組合店を除いてあらゆる組合店にたちうちできず自分の店を維持してゆくことがで
きないという根拠はない。磨きこんだ技能と特殊な眼識をもった専門の業者は，素人によ
って経営されている株式会社に互して，同等の有利さをもって自分の会社を保持してゆく
ことができる。そして長期的には，商店主の経営の稼得は，第2編で論ぜられた諸法則に
規定されているので，新しい制度が公平に作用するときには，かれらは旧い制度がつづい
ていたとすれば得ていたであろうのと同じかなりの所得を獲得するだろう。
その変化は，かれらがご気嫌うかがいをせねばならぬ小さな顧客団への依存から，大き
く脱皮することにより，商店主たちを利するはずである。事務的に営業活動をおこなうこ
とにより得られるしつかりした地位を， かれらは有することになろう。 しかしその変化
は，もちろんながら，営業を要求される商店主の数を減少させるだろう 51)。そして先細り
の過程は苦痛なものではあろう。しかしながら，もしも商店主がすばやく新しい時代の要
請を採り入れ，商店主になる特別の理由をもたない若者たちすべてに，なにか他の職業を
51) :;=. ー ル氏 (Economicsof Co-operation)の計算によれば， ロンドンの主要小売業種
22にたいし， 41,735の個別店舗が存在する。 もしもこれら業種各々について648店舗
があれば，それは一平方マイルにつき 9店であるから，誰ももっとも近くの店へ行く
のに 4分の 1マイル以上歩かなくなくてよいし，そのばあいは全部で14,256店舗とな
ろう。この供給が十分なものであると仮定すれば， ロンドンには実際に必要な各 100
店につき215店が存在していることになる。
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選ぶように説得するなら，その苦痛は大きなものになる必要はない。今日小売業において
無駄に利用されている資本と労働を，他の事業に開放すれば，わが国の全般的繁栄が著し
く高められるであろう。
§11. 協同組合的卸売協会．協同組合員の連盟．
協同組合員の第3番目の仕事は，小売および卸売業者と生産者との間のあっれきを軽減
することである。この目的のために，かれらは卸売協同組合協会を設立したが，それは小
売組合店が，個人消費者にたいしなそうと目指しているものを，小売店にたいしなそうと
している。それは直接，生産者ないし輸入業者から購入する。それはあるものについて
は，独自に輸入するし，またビスケット，靴および石鹸をつくるために• 独自の工場をも
っている。そこと取引する小売組合店は，利潤の分け前にあずかる。そして少量しか買わ
なくとも，購買の仕事をほとんど理解していなくとも，かれらはもっとも有利な条件でそ
こから購入できると主張されている。
この協会を，ひとつの大きな協同組合員連盟の中心にしようという計画がある。協同組
合員たる消費者は，協同組合員たる生産者にたいし，その商品の着実な市場を保障すべき
ことが提起されている52)。雇用を中断することがないので，協同組合生産者は，心配の必
要がなく，平均すれば低価格で生産する一方で，みずからも高い賃金を得ることができ，
協同組合員たる買い手は，まず第1に，その商品を安く買うことによ見さらに協同組合
工場の純利潤の分け前をも受けとることにより，利益を得ると主張されている。というの
は，協同組合工場の純利潤は，そこに雇用されている労働者と顧客たちの間で，分配され
ると想定されているからである。協同組合員たる消費者の総需要は，もちろん，年々一定
しているわけではない，またそれゆえに，工場の一年の生産物が，もっとも良くない年に
組合店が購入しようとしている量を上回るならば，工場にたいする完全な継続稼動も保障
されることはない。また価格や工場の賃金も，外の市場において下がれば，下がらざるを
得ない。というのは，そうでなければ，協同組合員の責任はもっとはるかにきついものに
なっていたであろうからである。
その計画は，協同組合の信条の大いなる実践を要求するものであろうが，多くの人がそ
れを望むのであれば，それは利益になるであろうし，また成功すれば，大きな利益をもた
らす。 〔完〕
52)第3編第1章§4.参照．
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